
特  集
Special featureUniversity Museum

大
学
に
お
け
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
学
術
研
究
や
教
育
活
動
の

中
で
蓄
積
さ
れ
た
資
料
を
保
管
・
公
開
す
る
場
で
あ
る
と
と
も
に
、

大
学
が
有
す
る
知
的
資
産
を
広
く
社
会
に
発
信
す
る
役
割
も
担
っ

て
い
る
。
な
か
で
も
、
特
定
の
学
問
領
域
に
特
化
し
た
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
は
、
専
門
性
に
根
ざ
し
た
展
示
や
企
画
を
展
開
し
、
学
術
的

な
価
値
に
加
え
て
、
教
育
的
・
文
化
的
な
意
義
を
併
せ
持
つ
場
と

し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
専
門
性
は
、
大
学
固
有
の

歴
史
や
強
み
に
支
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
大
学
の
個
性
や
魅
力
を

か
た
ち
づ
く
る
要
素
と
も
な
っ
て
い
る
。

近
年
で
は
、
展
示
手
法
の
工
夫
や
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入

に
加
え
、
教
育
課
程
と
の
連
動
、
地
域
と
の
協
働
な
ど
、
活
動
の

幅
は
よ
り
多
様
で
開
か
れ
た
も
の
と
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
学
生

専
門
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

― 
大
学
の
知
と
文
化
の
発
信
拠
点 

―京
都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
20
年 

―
京
都
精
華
大
学
の
取
り
組
み
―

勝
島 

啓
介

京
都
精
華
大
学
京
都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
事
務
局
長

都
会
で
感
じ
る
海
と
人
の
つ
な
が
り

茂
木 

正
人

東
京
海
洋
大
学
海
洋
環
境
科
学
部
門
教
授
・

マ
リ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館
長

C
O

N
TEN

TS
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が
展
示
企
画
や
ガ
イ
ド
に
関
わ
る
事
例
も
増
え
、
学
び
の
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
て
の
可
能
性
も
広
が
っ
て
い
る
。

本
特
集
で
は
、
こ
う
し
た
大
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
取
り
組
み
に
焦

点
を
当
て
、
専
門
性
を
軸
と
し
た
理
念
や
運
営
の
工
夫
、
教
育
・

社
会
と
の
関
係
性
な
ど
を
紹
介
す
る
。
展
示
や
来
館
者
と
の
交
流

を
通
じ
て
見
え
て
く
る
、
大
学
と
社
会
の
新
た
な
接
点
に
も
注
目

し
た
い
。

芸
術
の
秋
に
刊
行
す
る
本
号
を
通
じ
て
、
大
学
か
ら
生
ま
れ
る

知
と
文
化
の
か
た
ち
を
あ
ら
た
め
て
紹
介
し
、
大
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
が
持
つ
潜
在
的
な
力
と
今
後
の
可
能
性
を
展
望
す
る
機
会
と
し

た
い
。

時
を
こ
え
て
響
く
音 

―
活
用
と
保
全
の
調
和
を
目
指
し
た
知
の
発
信
―

不
動 

真
優

国
立
音
楽
大
学
楽
器
学
資
料
館
主
任
学
芸
員
・
課
長
補
佐

都
心
で
見
学
で
き
る
化
石
の
水
族
館

宮
田 

真
也

学
校
法
人
城
西
大
学

水
田
記
念
博
物
館
大
石
化
石
ギ
ャ
ラ
リ
ー
学
芸
員
・

理
学
部
助
教

創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
演
劇
博
物
館
の
活
動

児
玉 

竜
一

早
稲
田
大
学
文
学
部
教
授
・

演
劇
博
物
館
長

小
さ
く
て
も
き
ら
り
と
光
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

―
学
習
院
の
歴
史
と
知
の
集
積
を
未
来
に
伝
え
る
―

長
佐
古 

美
奈
子

霞
会
館
記
念
学
習
院
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、

学
習
院
大
学
史
料
館
学
芸
員
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特  集
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が
展
示
企
画
や
ガ
イ
ド
に
関
わ
る
事
例
も
増
え
、
学
び
の
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
て
の
可
能
性
も
広
が
っ
て
い
る
。

本
特
集
で
は
、
こ
う
し
た
大
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
取
り
組
み
に
焦

点
を
当
て
、
専
門
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を
軸
と
し
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念
や
運
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の
工
夫
、
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育
・
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と
の
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介
す
る
。
展
示
や
来
館
者
と
の
交
流

を
通
じ
て
見
え
て
く
る
、
大
学
と
社
会
の
新
た
な
接
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に
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。
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す
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れ
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と
今
後
の
可
能
性
を
展
望
す
る
機
会
と
し

た
い
。

時
を
こ
え
て
響
く
音 

―
活
用
と
保
全
の
調
和
を
目
指
し
た
知
の
発
信
―

不
動 

真
優

国
立
音
楽
大
学
楽
器
学
資
料
館
主
任
学
芸
員
・
課
長
補
佐

都
心
で
見
学
で
き
る
化
石
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石
化
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ギ
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学
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教

創
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を
迎
え
る
演
劇
博
物
館
の
活
動

児
玉 

竜
一

早
稲
田
大
学
文
学
部
教
授
・

演
劇
博
物
館
長

小
さ
く
て
も
き
ら
り
と
光
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

―
学
習
院
の
歴
史
と
知
の
集
積
を
未
来
に
伝
え
る
―

長
佐
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美
奈
子

霞
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館
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学
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学
習
院
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学
史
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館
学
芸
員
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大
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
設
立
背
景
と
運
営
理
念

1「
京
都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
は
、
京
都
精
華
大
学
と
京

都
市
と
の
共
同
事
業
と
し
て
、
２
０
０
６
年
11
月
25
日
に
開
館
し

た
本
学
の
学
外
施
設
で
、
２
０
２
６
年
度
に
は
開
館
20
周
年
を
迎

え
る
。

設
立
の
背
景
と
し
て
、
本
学
が
１
９
７
３
年
に
美
術
科
に
マ
ン
ガ

ク
ラ
ス
を
設
置
し
た
の
ち
、
２
０
０
０
年
に
芸
術
学
部
マ
ン
ガ
学

科
へ
と
昇
格
、
開
館
す
る
２
０
０
６
年
に
は
マ
ン
ガ
学
部
を
設
置

し
て
い
た
。
マ
ン
ガ
研
究
の
た
め
の
国
内
外
に
向
け
た
拠
点
を
つ

く
る
必
要
性
か
ら
、
２
０
０
３
年
に
当
館
の
構
想
は
生
ま
れ
、
具

体
的
な
場
所
と
し
て
挙
が
っ
た
の
が
元
龍
池
小
学
校
の
校
舎
だ
っ

た
［
写
真
１
］。

京
都
市
と
本
学
と
地
域
と
の
三
者
間
協
議
を
重
ね
、
２
０
０
４

年
９
月
に
合
意
、
翌
２
０
０
５
年
10
月
に
公
表
さ
れ
た
が
、
地
域
の

方
の
不
安
は
す
ぐ
に
は
解
消
さ
れ
な
か
っ
た
。
故
河
合
隼
雄
文
化

庁
長
官
を
招
い
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
く
な
ど
、
説
明
を
続
け
た
結

果
、「
伝
統
を
守
り
つ
つ
、
新
た
な
文
化
を
創
造
し
続
け
た
京
都
だ

か
ら
こ
そ
、
世
界
か
ら
注

目
を
さ
れ
る
日
本
の
マ
ン

ガ
文
化
の
拠
点
に
ふ
さ
わ

し
い
の
で
は
な
い
か
」
と
、

地
元
の
皆
様
か
ら
の
賛
同

と
協
力
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
。

Ｊ
Ｒ
京
都
駅
か
ら
市
街

地
方
面
に
地
下
鉄
で
約
５

分
と
い
う
交
通
の
至
便
が

あ
り
、
２
０
２
４
年
度
の

年
間
来
館
者
数
は
、
コ
ロ

京
都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の

２０
年

―
京
都
精
華
大
学
の
取
り
組
み
―

勝
島 

啓
介

京
都
精
華
大
学

京
都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
事
務
局
長

［写真1］外観
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ナ
禍
前
の
２
０
１
９
年
度
と
ほ
ぼ
同
じ
約
27
万
人
に
回
復
し
た
。

国
際
観
光
都
市
と
し
て
の
京
都
の
知
名
度
に
よ
る
波
及
効
果
も
あ

る
が
、
近
年
で
は
観
光
地
と
し
て
当
館
を
目
的
に
来
日
す
る
外
国

人
も
着
実
に
増
え
て
い
る
。
累
計
来
館
者
数
は
、
２
０
２
３
年
に

４
０
０
万
人
を
突
破
。
国
内
外
か
ら
の
視
察
や
取
材
も
年
間
約
３

０
０
件
を
キ
ー
プ
す
る
。

資
料
の
収
集
・
保
管
・
活
用
に
関
す
る
工
夫

2当
館
の
所
蔵
資
料
は
大
半
が
寄
贈
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
開
館

当
初
か
ら
た
く
さ
ん
の
寄
贈
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、

開
館
10
年
を
待
た
ず
に
所
蔵
数
は
３0
万
点（
開
館
時
は
20
万
点
）を

超
え
、
容
量
の
限
界
が
見
え
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
現
在
資
料
の

寄
贈
は
原
則
受
け
付
け
て
い
な
い
。
と
は
い
え
、
資
料
の
増
加
が

全
く
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
企
画
展
を
メ
イ
ン
に
、

館
内
で
開
催
さ
れ
る
展
示
の
関
連
資
料
や
定
期
的
に
組
ま
れ
る
特

集
棚
の
資
料
な
ど
に
は
、
新
規
購
入
分
も
あ
る
。
そ
の
他
、
当
館

に
設
置
さ
れ
て
い
る
事
業
推
進
室
が
企
業
や
自
治
体
な
ど
か
ら
受

注
し
、
制
作
し
て
い
る
「
実
用
マ
ン
ガ
」
も
ス
ト
ッ
ク
し
て
い
る
。

そ
の
内
容
は
社
史
や
創
業
者
の
伝
記
、
医
療
現
場
の
補
助
資
料
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
。
一
般
的

な
出
版
物
の
流
通
ル
ー
ト
に

乗
ら
な
い
資
料
が
収
集
で
き

る
の
は
、
館
内
で
制
作
し
て

い
る
強
み
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

当
館
の
主
な
収
蔵
ス
ペ
ー

ス
は
、「
マ
ン
ガ
の
壁
」
と
呼

ば
れ
る
開
架
と
、
建
物
地
下

に
あ
る
収
蔵
庫
（=

閉
架
）

で
あ
る
。
所
蔵
資
料
約
３0
万

点
の
う
ち
「
マ
ン
ガ
の
壁
」

に
は
約
５
万
冊
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
収
蔵
庫
は
２
カ
所
あ
り
、

１
つ
は
主
に
１
９
５
０
年
以
降
の
雑
誌
と
単
行
本
に
よ
る
北
館
収

蔵
庫
、
も
う
１
つ
は
明
治
時
代
以
降
の
風
刺
画
雑
誌
や
一
般
書
籍

の
流
通
と
は
異
な
っ
た
赤
本
や
貸
本
、
各
国
で
出
版
さ
れ
た
海
外

マ
ン
ガ
な
ど
に
よ
る
本
館
収
蔵
庫
が
あ
る
［
写
真
２
］。

「
マ
ン
ガ
の
壁
」
の
資
料
は
、
来
館
者
が
自
由
に
手
に
取
っ
て
読

む
こ
と
が
で
き
る
。「
自
分
で
」
元
の
場
所
に
戻
す
こ
と
を
暗
黙
の

ル
ー
ル
と
し
て
、
敷
地
内
で
あ
れ
ば
ど
こ
に
で
も
持
っ
て
行
け
る

（
ト
イ
レ
な
ど
一
部
を
除
く
）。
人
工
芝
が
敷
い
て
あ
る
グ
ラ
ウ
ン ［写真2］マンガの壁
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前
の
２
０
１
９
年
度
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ほ
ぼ
同
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27
万
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光
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光
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０
０
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開
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10
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20
万
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、
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、
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は
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、
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館
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に
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業
推
進
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が
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や
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、
制
作
し
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い
る
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マ
ン
ガ
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そ
の
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は
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や
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収
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収
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収
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」
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５
万
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収
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収
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、
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０
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収
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や
貸
本
、
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国
で
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版
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外

マ
ン
ガ
な
ど
に
よ
る
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館
収
蔵
庫
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あ
る
［
写
真
２
］。

「
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ン
ガ
の
壁
」
の
資
料
は
、
来
館
者
が
自
由
に
手
に
取
っ
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読

む
こ
と
が
で
き
る
。「
自
分
で
」
元
の
場
所
に
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と
を
暗
黙
の

ル
ー
ル
と
し
て
、
敷
地
内
で
あ
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ば
ど
こ
に
で
も
持
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て
行
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る

（
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人
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グ
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ン ［写真2］マンガの壁
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キ
ン
グ
に
入
っ
た
作
品
（=

ベ
ス
ト
マ
ン
ガ
）
を
紹
介
し
て
い
る
。

「
ガ
イ
マ
ン
」
と
「
ベ
ス
ト
マ
ン
ガ
」
は
年
１
回
更
新
さ
れ
る
た
め
、

話
題
性
の
高
い
作
品
が
並
ぶ
。

館
内
で
開
催
さ
れ
る
企
画
展
で
は
、
所
蔵
資
料
が
展
示
品
と
し

て
公
開
さ
れ
る
ほ
か
、
企
画
展
関
連
資
料
を
手
に
取
っ
て
読
め
る

こ
と
も
あ
る
。

展
示
企
画
の
特
徴
や
反
響
の
大
き
か
っ
た
事
例

3当
館
で
は
年
３
回
の
企
画
展
を
柱
に
さ
ま
ざ
ま
な
展
示
を
開
催

し
て
お
り
、
所
属
の
学
芸
室
職
員
や
、
運
営
母
体
で
あ
る
京
都
精

華
大
学
国
際
マ
ン
ガ
研
究
セ
ン
タ
ー
に
所
属
す
る
教
員
が
順
番
に

担
当
し
て
い
る
。

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
研
究
者
に
よ
る
学
術
的
な

切
り
口
や
、
国
際
的
な
視
点
を
意
識
し
た
も
の
、
毎
年
開
催
し
て

い
るKYO

TO
 C

M
EX

主
催
に
よ
る
京
都
国
際
マ
ン
ガ
・
ア
ニ

メ
フ
ェ
ア
と
の
同
時
開
催
に
よ
る
も
の
に
分
か
れ
る
。

一
例
を
挙
げ
る
と
、
２
０
２
４
年
秋
か
ら
２
０
２
５
年
春
に
か
け

て
開
催
し
た
企
画
展
「
の
こ
す
！
い
か
す
!!
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
・

ゲ
ー
ム
展
」
は
、
文
化
庁
「
メ
デ
ィ
ア
芸
術
連
携
基
盤
等
整
備
推
進

ド
で
寝
こ
ろ
が
っ
て
マ
ン
ガ
を
読
む
風
景
は
、
当
館
の
ア
イ
コ
ン

の
ひ
と
つ
と
も
言
え
る
。
資
料
の
持
ち
運
び
が
自
由
な
分
、
紛
失

や
盗
難
を
心
配
す
る
声
も
あ
る
。
だ
が
、
動
き
の
多
い
開
架
資
料

は
年
１
回
の
蔵
書
点
検
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
数
年
の
紛
失
率

は
0.1
％
を
下
回
る
ほ
ど
低
い
（
２
０
２
４
年
度
実
施
時
は
紛
失
率

０・02
％
だ
っ
た
）。
一
方
、
閉
架
資
料
を
利
用
す
る
際
は
、
研
究

閲
覧
室
を
設
け
て
お
り
、
事
前
の
登
録
と
予
約
に
よ
り
、
そ
の
資

料
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

資
料
の
活
用
と
い
う
意
味
で
は
、「
何
を
読
も
う
か
？
」
と
迷
う

方
に
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
と
な
る
特
集
棚
を
い
く
つ
か
設
け
て
マ
ン

ガ
を
紹
介
・
提
案
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ

と
で
、
偏
り
が
ち
な
開
架
資
料
の
利
用
を
分
散
さ
せ
た
い
と
い
う

意
図
も
あ
る
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
「
え
む
ナ
ビ
」
と
呼
ば
れ
、
館

内
３
カ
所
で
展
開
し
て
い
る
。
１
つ
目
の
棚
で
は
、
主
に
企
画
展

と
連
動
し
た
特
集
を
組
ん
で
い
る
。
企
画
展
で
取
り
上
げ
た
作
家

の
作
品
を
集
め
た
も
の
か
ら
、
グ
ル
メ
マ
ン
ガ
、
化
け
猫
マ
ン
ガ
、

子
育
て
マ
ン
ガ
、
ア
フ
リ
カ
が
舞
台
の
マ
ン
ガ
な
ど
、
こ
れ
ま
で

さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
で
テ
ー
マ
を
設
け
て
き
た
。
２
つ
目
の
棚
で

は
、
前
年
に
邦
訳
出
版
さ
れ
た
海
外
マ
ン
ガ
（=

ガ
イ
マ
ン
）
を
、

３
つ
目
の
棚
で
は
、
前
年
に
マ
ン
ガ
の
賞
に
入
賞
ま
た
は
ラ
ン
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事
業
成
果
発
表
展
」
と
い
う
位
置
づ
け
で
、
２
０
１
０
年
よ
り
文
化

庁
が
実
施
し
て
き
た
メ
デ
ィ
ア
芸
術
の
ア
ー
カ
イ
ブ
（
収
集
・
保

存
・
活
用
）
事
業
が
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
な
の
か
、
マ
ン
ガ
・

ア
ニ
メ
・
ゲ
ー
ム
分
野
そ
れ
ぞ
れ
に
紹
介
し
た
展
示
で
あ
る
［
写

真
３
］。
マ
ン
ガ
分
野
で
は
も
ち
ろ
ん
「
マ
ン
ガ
資
料
」
を
展
示

し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
出
版
さ
れ
た
作
品
の
原
画
や
本
・
雑
誌
だ

け
で
は
な
い
。
作
家
自
身
が
参
考
資
料
と
し
て
作
っ
た
ス
ク
ラ
ッ

プ
ブ
ッ
ク
や
、
取
材
時
に
撮
影
し
た
写
真
、
ま
た
は
、
印
刷
に
使

わ
れ
て
い
た
亜
鉛
版
、
幼
少
期
の
マ
ン
ガ
作
品
な
ど
、
作
品
が
生

ま
れ
、
読
者
に
受
容
さ
れ
、
次
の
作
り
手
・
作
品
に
つ
な
が
る
と

い
う
、
一
連
の
過
程
で
生
ま
れ
る
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
「
マ
ン
ガ
資

料
」
と
し
て
考
え
得
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
で
き
る
。
こ
の
よ
う

な
中
間
生
成
物
に
つ
い
て
も
、「
い
っ
た
い
ど
こ
ま
で
、
誰
が
、
ど

う
収
集
し
、
保
管
し
、
活
用
し
て
い
く
の
か
」
を
考
え
る
き
っ
か

け
と
な
る
こ
と
を
企
図
し
た
展
示
で
あ
る
が
、
当
館
で
も
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
同
じ
よ
う
な
問
い
に
向
き
合
い
、
日
々
試
行
錯
誤
し

て
い
る
。教

育
・
研
究
と
の
連
動

4２
０
０
６
年
に
日
本
初
の
マ
ン
ガ
学
部
を
、
２
０
１
０
年
に
は
日

本
初
の
マ
ン
ガ
研
究
科
を
開
設
し
た
、
運
営
母
体
の
本
学
で
は
マ
ン

ガ
を
単
な
る
資
料
と
し
て
扱
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
表
現
や
メ
デ
ィ

ア
と
し
て
の
本
質
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
で
「
マ
ン
ガ
と
は
何

か
」
を
追
究
し
て
き
た
。
さ
ら
に
本
学
の
研
究
機
関
「
国
際
マ
ン
ガ

研
究
セ
ン
タ
ー
」
と
の
連
携
に
よ
り
、
教
育
活
動
と
と
も
に
幅
広
い

研
究
成
果
を
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
も
発
表
し
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
活
動
成
果
を
ま
と
め
た
館
の
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

「
マ
ン
ガ
っ
て
何
？ 

マ
ン
ガ
で
わ
か
る
マ
ン
ガ
の
疑
問
」
の
日
本
語

版
を
２
０
２
４
年
に
、英
語
版
を
２
０
２
５
年
に
刊
行
し
た［
写
真
４
］。

［写真3］「のこす！いかす！！マンガ・アニメ・ゲー
ム展」フライヤー
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事
業
成
果
発
表
展
」
と
い
う
位
置
づ
け
で
、
２
０
１
０
年
よ
り
文
化

庁
が
実
施
し
て
き
た
メ
デ
ィ
ア
芸
術
の
ア
ー
カ
イ
ブ
（
収
集
・
保

存
・
活
用
）
事
業
が
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
な
の
か
、
マ
ン
ガ
・

ア
ニ
メ
・
ゲ
ー
ム
分
野
そ
れ
ぞ
れ
に
紹
介
し
た
展
示
で
あ
る
［
写

真
３
］。
マ
ン
ガ
分
野
で
は
も
ち
ろ
ん
「
マ
ン
ガ
資
料
」
を
展
示

し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
出
版
さ
れ
た
作
品
の
原
画
や
本
・
雑
誌
だ

け
で
は
な
い
。
作
家
自
身
が
参
考
資
料
と
し
て
作
っ
た
ス
ク
ラ
ッ

プ
ブ
ッ
ク
や
、
取
材
時
に
撮
影
し
た
写
真
、
ま
た
は
、
印
刷
に
使

わ
れ
て
い
た
亜
鉛
版
、
幼
少
期
の
マ
ン
ガ
作
品
な
ど
、
作
品
が
生

ま
れ
、
読
者
に
受
容
さ
れ
、
次
の
作
り
手
・
作
品
に
つ
な
が
る
と

い
う
、
一
連
の
過
程
で
生
ま
れ
る
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
「
マ
ン
ガ
資

料
」
と
し
て
考
え
得
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
で
き
る
。
こ
の
よ
う

な
中
間
生
成
物
に
つ
い
て
も
、「
い
っ
た
い
ど
こ
ま
で
、
誰
が
、
ど

う
収
集
し
、
保
管
し
、
活
用
し
て
い
く
の
か
」
を
考
え
る
き
っ
か

け
と
な
る
こ
と
を
企
図
し
た
展
示
で
あ
る
が
、
当
館
で
も
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
同
じ
よ
う
な
問
い
に
向
き
合
い
、
日
々
試
行
錯
誤
し

て
い
る
。教

育
・
研
究
と
の
連
動

4２
０
０
６
年
に
日
本
初
の
マ
ン
ガ
学
部
を
、
２
０
１
０
年
に
は
日

本
初
の
マ
ン
ガ
研
究
科
を
開
設
し
た
、
運
営
母
体
の
本
学
で
は
マ
ン

ガ
を
単
な
る
資
料
と
し
て
扱
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
表
現
や
メ
デ
ィ

ア
と
し
て
の
本
質
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
で
「
マ
ン
ガ
と
は
何

か
」
を
追
究
し
て
き
た
。
さ
ら
に
本
学
の
研
究
機
関
「
国
際
マ
ン
ガ

研
究
セ
ン
タ
ー
」
と
の
連
携
に
よ
り
、
教
育
活
動
と
と
も
に
幅
広
い

研
究
成
果
を
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
も
発
表
し
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
活
動
成
果
を
ま
と
め
た
館
の
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

「
マ
ン
ガ
っ
て
何
？ 

マ
ン
ガ
で
わ
か
る
マ
ン
ガ
の
疑
問
」
の
日
本
語

版
を
２
０
２
４
年
に
、英
語
版
を
２
０
２
５
年
に
刊
行
し
た［
写
真
４
］。

［写真3］「のこす！いかす！！マンガ・アニメ・ゲー
ム展」フライヤー
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日
本
語
版
の
あ
と

に
出
版
し
た
英
語

版
の
売
れ
行
き
が

実
に
好
調
で
あ
る

こ
と
か
ら
も
、
海

外
か
ら
の
マ
ン
ガ

に
対
す
る
注
目
度

の
高
さ
が
感
じ
ら

れ
る
。

教
育
の
現
場
と

し
て
は
、
博
物
館

学
芸
員
や
図
書
館

司
書
の
資
格
取
得

の
た
め
の
実
習
生

を
は
じ
め
、
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
の
産
学
連
携
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
な
ど
、
後
進
の
育
成
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
ま
た
、
学
生
に
限
ら
ず
、
マ
ン
ガ
資
料
の
保
存
お
よ
び
活
用
は
、

ま
だ
ま
だ
手
探
り
の
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
の
マ
ン
ガ
関
連
施

設
か
ら
依
頼
が
あ
れ
ば
、
独
自
で
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
け
、
相
互

の
施
設
の
情
報
交
換
な
ど
、
マ
ン
ガ
資
料
を
取
り
扱
う
職
員
の
教
育 ［写真4］青幻舎「マンガって何？」左：日本語版、右：英語版

活
動
に
も
微
力
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
［
表
１
］。

社
会
貢
献
・
地
域
連
携
・
市
民
と
の
協
働
プ
ロ
グ
ラ
ム

5当
館
は
先
に
触
れ
た
よ
う
に
元
龍
池
小
学
校
の
校
舎
を
活
用
し
、

当
時
の
佇
ま
い
を
残
し
て
い
る
。
そ
れ
は
長
年
地
域
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
っ
た
小
学
校
の
役
割
を
引
き
継
ぐ
と
い
う
意
思
で
あ
り
、
地
元

と
の
連
携
が
極
め
て
重
要
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
館
内
に
設
け

て
い
る
龍
池
歴
史
記
念
室
で
は
１
８
６
９
年
に
開
校
し
た
日
本
に

お
け
る
最
初
の
学
区
制
小
学
校
（
番
組
小
学
校
）
の
記
録
と
記
憶

を
常
設
で
展
示
し
て
い
る
。
少
子
化
の
影
響
に
よ
る
１
９
９
５
年

の
閉
校
後
も
、
龍
池
自
治
連
合
会
が
当
館
と
共
存
共
栄
す
る
形
で
、

地
域
の
集
会
室
（
通
称
　
ｓ
サ
ロ
ン
）
や
会
議
室
を
設
け
、
閉
館

後
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
体
育
館
で
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
地
域
の
活

動
を
続
け
て
も
ら
っ
て
い
る
。
ま
た
、
災
害
時
に
は
龍
池
学
区
の

避
難
所
と
し
て
開
放
さ
れ
る
。

自
治
連
合
会
の
具
体
的
な
活
動
と
し
て
、
所
属
す
る
各
団
体
の

月
例
会
議
を
は
じ
め
、
な
ぎ
な
た
、
卓
球
、
太
極
拳
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
な
ど
の
体
育
会
系
の
活
動
、「
ふ
れ
あ
い
」、「
制
作
」、「
さ
わ
や

か
健
康
」、「
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
」、「
歌
声
」
な
ど
の
サ
ロ
ン
が
開
催

T’
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［表1］過去３年の主な企画展・イベント・シンポジウム・ワークショップリスト

会期・実施日 過去３年に実施した主な企画展・イベント・シンポジウム・ワークショップなど

2023年3月18日～5月28日 ワークショップ・企画展/あつまれ！マンガワークショップ博
2023年4月30日 イベント/京都北山吹奏楽団演奏会～北山MMコンサート27～
2023年5月28日、29日 国際学術会議/メカデミア（Mechademia）

2023年6月17日～10月3日 企画展/デビュー50周年記念　村上もとか展「JIN－仁－」、「龍－RON－」、
僕は時代と人を描いてきた。

2023年8月8日 ワークショップ/夏休みオンラインマンガ教室マンガの“ネーム”を描いてみよう！
2023年8月12日～2024年7月19日 企画展/第11回「大マンガラクタ館」こどものぜいたく、別冊付録だーい！
2023年8月20日 トークイベント・ワークショップ/荒俣宏館長の「こども妖怪教室」
2023年10月26日～2024年2月18日 企画展/「アフリカマンガ展」
2023年10月29日 イベント/京都北山吹奏楽団演奏会～北山MMコンサート28～
2023年11月26日 イベント/荒俣宏館長＆京都精華大学 堤邦彦教授と巡る 京都妖怪ツアー ～鬼の反乱と蛇の執念～
2023年12月9日 イベント/マンガカフェ　シーズン2　第2回「2023年のマンガ界を振り返るぞ！」
2024年2月11日 トークイベント/荒俣宏館長の節分おばけ☆仮装百鬼夜行
2024年2月27日・3月5日 イベント/2024えむえむ建築ツアー
2024年3月14日～6月25日 企画展/What an OHINATAful World～この素晴らしきおおひなたごうの世界～
2024年3月23日 ワークショップ/春休みオンラインマンガ教室 /マンガの“ネーム”を描いてみよう！（第2回）
2024年5月5日 イベント/京都北山吹奏楽団演奏会～北山MMコンサート29～

2024年6月15日 イベント/荒俣宏館長イベント「栗塚旭出演・最新映画作品を観て語る会
～小泉八雲の故地をめぐる、ちょっと「怪談（くわいだん）」な話～」

2024年6月23日 イベント/第23回日本マンガ学会大会　シンポジウム「マンガと〈展示〉」
2024年7月13日～10月8日 企画展/九井諒子展 ＆「ダンジョン飯」迷宮探索展

2024年7月20日～現在 企画展/第12回「大マンガラクタ館」「終戦直後の子どもマンガ」特集/
すきっ腹もマンガをよんで満腹、元気も勇気も出た！

2024年7月27日、28日 ワークショップ/京都国際マンガミュージアム×KAM（カム）
能美市九谷焼美術館「人気キャラクターの九谷焼絵付け体験」

2024年8月11日 イベント/荒俣宏館長の「こども妖怪教室」2024
2024年9月21日 イベント/コスプレパフォーマンスステージ「コスミート102」
2024年9月21日、22日 イベント/アニメ映画上映イベント「KYO-MAF“Anime Cinema Night”」
2024年9月29日 イベント/京都北山吹奏楽団演奏会～北山MMコンサート30～
2024年10月1日～現在 企画展/オンライン展覧会 マンガ・パンデミックWeb展 2024

2024年11月17日 イベント/ルノー・ルメール トークショー/マンガを受け継ぐ：
マンガからMangaへ、そしてMangaからマンガへ

2024年11月23日～2025年4月15日 企画展/文化庁メディア芸術連携基盤等整備推進事業成果発表展
「のこす！いかす！！マンガ・アニメ・ゲーム展」

2024年11月30日、12月1日 イベント/マンガ出張編集部＠京まふ
2024年12月21日 イベント/マンガカフェ シーズン2・第3回「2024年のマンガ界を振り返るぞ！」
2025年1月12日 イベント/トークイベント「グラフィックノベルにこめたメッセージ」

2025年3月1日 イベント/第10回 日文研―京都アカデミック ブリッジ
「岩倉使節団150年：マンガで考える日本の近代」

2025年4月13日 イベント/対談イベント「ちばてつや×養老孟司ミュージアム発・マンガの未来へ」
2025年4月26日～7月1日 企画展/マンガとボードゲーム展
2025年5月4日 イベント/京都北山吹奏楽団演奏会～北山MMコンサート31～
2025年5月24日～6月24日 企画展/台湾の少年と日本の少年～巡り合うマンガ文化の百年
2025年6月7日、8日 国際学術会議/メカデミア（Mechademia）
2025年7月3日～8月17日 企画展/「マンガで考える人権問題：マンガ家が語る10のストーリー」展

2025年7月12日～11月25日 企画展/「琉球新報ギャラリー」（沖縄）～「京都国際マンガミュージアム」（京都）巡回展　
マンガと戦争展２

2025年7月13日 イベント/シンポジウム「村上知彦のいない日々のために」
2025年7月26日～8月24日 ワークショップ/オリジナル缶バッチを作ろう！

2025年8月2日、3日 ワークショップ/京都国際マンガミュージアム×KAM（カム）
能美市九谷焼美術館「人気キャラクターの九谷焼絵付け体験」

2025年8月9日 イベント・企画展/終戦80周年記念トークイベント＆ミニ原画展　
夏とモノクローム　～日本映画黄金期の女性映画人～
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［表1］過去３年の主な企画展・イベント・シンポジウム・ワークショップリスト

会期・実施日 過去３年に実施した主な企画展・イベント・シンポジウム・ワークショップなど

2023年3月18日～5月28日 ワークショップ・企画展/あつまれ！マンガワークショップ博
2023年4月30日 イベント/京都北山吹奏楽団演奏会～北山MMコンサート27～
2023年5月28日、29日 国際学術会議/メカデミア（Mechademia）

2023年6月17日～10月3日 企画展/デビュー50周年記念　村上もとか展「JIN－仁－」、「龍－RON－」、
僕は時代と人を描いてきた。

2023年8月8日 ワークショップ/夏休みオンラインマンガ教室マンガの“ネーム”を描いてみよう！
2023年8月12日～2024年7月19日 企画展/第11回「大マンガラクタ館」こどものぜいたく、別冊付録だーい！
2023年8月20日 トークイベント・ワークショップ/荒俣宏館長の「こども妖怪教室」
2023年10月26日～2024年2月18日 企画展/「アフリカマンガ展」
2023年10月29日 イベント/京都北山吹奏楽団演奏会～北山MMコンサート28～
2023年11月26日 イベント/荒俣宏館長＆京都精華大学 堤邦彦教授と巡る 京都妖怪ツアー ～鬼の反乱と蛇の執念～
2023年12月9日 イベント/マンガカフェ　シーズン2　第2回「2023年のマンガ界を振り返るぞ！」
2024年2月11日 トークイベント/荒俣宏館長の節分おばけ☆仮装百鬼夜行
2024年2月27日・3月5日 イベント/2024えむえむ建築ツアー
2024年3月14日～6月25日 企画展/What an OHINATAful World～この素晴らしきおおひなたごうの世界～
2024年3月23日 ワークショップ/春休みオンラインマンガ教室 /マンガの“ネーム”を描いてみよう！（第2回）
2024年5月5日 イベント/京都北山吹奏楽団演奏会～北山MMコンサート29～
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2024年6月23日 イベント/第23回日本マンガ学会大会　シンポジウム「マンガと〈展示〉」
2024年7月13日～10月8日 企画展/九井諒子展 ＆「ダンジョン飯」迷宮探索展

2024年7月20日～現在 企画展/第12回「大マンガラクタ館」「終戦直後の子どもマンガ」特集/
すきっ腹もマンガをよんで満腹、元気も勇気も出た！

2024年7月27日、28日 ワークショップ/京都国際マンガミュージアム×KAM（カム）
能美市九谷焼美術館「人気キャラクターの九谷焼絵付け体験」

2024年8月11日 イベント/荒俣宏館長の「こども妖怪教室」2024
2024年9月21日 イベント/コスプレパフォーマンスステージ「コスミート102」
2024年9月21日、22日 イベント/アニメ映画上映イベント「KYO-MAF“Anime Cinema Night”」
2024年9月29日 イベント/京都北山吹奏楽団演奏会～北山MMコンサート30～
2024年10月1日～現在 企画展/オンライン展覧会 マンガ・パンデミックWeb展 2024

2024年11月17日 イベント/ルノー・ルメール トークショー/マンガを受け継ぐ：
マンガからMangaへ、そしてMangaからマンガへ

2024年11月23日～2025年4月15日 企画展/文化庁メディア芸術連携基盤等整備推進事業成果発表展
「のこす！いかす！！マンガ・アニメ・ゲーム展」

2024年11月30日、12月1日 イベント/マンガ出張編集部＠京まふ
2024年12月21日 イベント/マンガカフェ シーズン2・第3回「2024年のマンガ界を振り返るぞ！」
2025年1月12日 イベント/トークイベント「グラフィックノベルにこめたメッセージ」

2025年3月1日 イベント/第10回 日文研―京都アカデミック ブリッジ
「岩倉使節団150年：マンガで考える日本の近代」

2025年4月13日 イベント/対談イベント「ちばてつや×養老孟司ミュージアム発・マンガの未来へ」
2025年4月26日～7月1日 企画展/マンガとボードゲーム展
2025年5月4日 イベント/京都北山吹奏楽団演奏会～北山MMコンサート31～
2025年5月24日～6月24日 企画展/台湾の少年と日本の少年～巡り合うマンガ文化の百年
2025年6月7日、8日 国際学術会議/メカデミア（Mechademia）
2025年7月3日～8月17日 企画展/「マンガで考える人権問題：マンガ家が語る10のストーリー」展

2025年7月12日～11月25日 企画展/「琉球新報ギャラリー」（沖縄）～「京都国際マンガミュージアム」（京都）巡回展　
マンガと戦争展２

2025年7月13日 イベント/シンポジウム「村上知彦のいない日々のために」
2025年7月26日～8月24日 ワークショップ/オリジナル缶バッチを作ろう！

2025年8月2日、3日 ワークショップ/京都国際マンガミュージアム×KAM（カム）
能美市九谷焼美術館「人気キャラクターの九谷焼絵付け体験」

2025年8月9日 イベント・企画展/終戦80周年記念トークイベント＆ミニ原画展　
夏とモノクローム　～日本映画黄金期の女性映画人～
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さ
れ
て
お
り
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
来
場
者
は
烏
丸
通
か
ら
、
地
域

の
関
係
者
は
反
対
側
の
両
替
町
通
か
ら
入
館
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
当
館
は
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
や
目
的
に
応
じ
て
施
設
を
管

理
す
る
調
整
役
を
担
っ
て
い
る
。

毎
年
恒
例
の
催
事
と
し
て
、
８
月
の
た
つ
い
け
夏
祭
り
で
は
、

近
隣
の
学
校
有
志
に
よ
る
バ
ン
ド
演
奏
、
祇
園
祭
山
鉾
の
ひ
と
つ

鷹
山
の
祭
り
囃
子
な
ど
が
演
奏
さ
れ
、
当
館
専
属
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
似
顔
絵
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
、
館
内
に
常
設
小
屋
が
あ
る
ヤ
ッ

サ
ン
一
座
に
よ
る
紙
芝
居

も
祭
り
を
一
緒
に
盛
り
上

げ
る
［
写
真
５
］。
ほ
か

に
も
、
10
月
の
体
育
祭
で

は
、
当
館
も
町
内
会
の
ひ

と
つ「
え
む
え
む
町
」（「
え

む
え
む
」
は
、
マ
ン
ガ
と

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
そ
れ
ぞ
れ

の
頭
文
字
Ｍ
か
ら
と
っ
た

通
称
で
あ
る
）
と
し
て
参

加
し
、
綱
引
き
や
リ
レ
ー

な
ど
出
場
で
き
る
競
技
に

は
当
館
ス
タ
ッ
フ
が
積
極
的
に
参
加
し
、
最
後
に
行
わ
れ
る
抽
選

会
も
含
め
、
参
加
さ
れ
た
町
内
の
方
々
と
の
親
睦
を
兼
ね
た
慰
労

会
が
開
か
れ
る
。

新
し
い
取
り
組
み
例
と
し
て
、
地
元
の
少
年
補
導
委
員
会
と
の
協

働
に
よ
る
、
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
り
、

「
地
元
か
ら
マ
ン
ガ
家
が
デ
ビ
ュ
ー
し
た
ら
良
い
な
」を
テ
ー
マ
に「
第

１
回
た
つ
い
け
マ
ン
ガ
道
場
」
を
始
動
さ
せ
た
。

国
際
を
冠
す
る
施
設
と
し
て

6結
び
に
、
館
名
の
冠
に
も
あ
る
「
国
際
」
的
な
活
動
に
つ
い
て

紹
介
し
た
い
。
２
０
２
４
年
度
の
来
場
者
の
う
ち
約
８
万
人
が
海

外
の
方
で
、
開
館
以
来
は
じ
め
て
入
場
者
全
体
の
３
割
を
超
え
た
。

国
・
地
域
の
数
は
１
０
０
カ
国
を
超
え
、
ト
ッ
プ
３
は
、
ア
メ
リ

カ
（
約
１
万
４
９
５
３
人
）、
中
国
（
約
１
万
４
０
０
４
人
）、
フ

ラ
ン
ス
（
約
１
万
３
１
８
３
人
）
で
、
い
み
じ
く
も
そ
れ
ぞ
れ
、
ア

メ
リ
カ
ン
・
コ
ミ
ッ
ク
ス
、
連
環
画
、
バ
ン
ド
・
デ
シ
ネ
と
、
日

本
の
マ
ン
ガ
と
の
影
響
関
係
を
持
つ
国
が
並
ん
で
い
る
。
受
付
ス

タ
ッ
フ
が
「
ど
こ
の
国
か
ら
来
た
の
か
」
を
来
場
者
か
ら
丁
寧
に

集
計
し
た
と
こ
ろ
、
明
ら
か
に
な
っ
た
結
果
で
あ
る
。

［写真5］たついけ夏祭り

や
ま
ぼ
こ

ば
や 

し

た
か
や
ま

れ
ん
か
ん 

が
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館
内
表
記
に
つ
い
て
は
、
現
在
は
日
本
語
と
英
語
の
み
に
絞
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
解
説
パ
ネ
ル
が
増
え
る
こ
と
で
逆
に
分
か
り
に

く
く
な
る
の
を
避
け
る
意
図
が
あ
る
。
最
近
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
か
ざ
せ
ば
、
多
言
語
に
翻
訳
し
て
く
れ
る
ア
プ
リ
が
充
実
し
て

き
た
こ
と
も
大
き
い
。

２
０
２
５
年
の
国
際
的
な
企
画
と
し
て
、
大
阪
・
関
西
万
博
の

国
連
パ
ビ
リ
オ
ン
に
お
い
て
、
国
連
人
権
高
等
弁
務
官
事
務
所
と

の
共
催
で
人
権
を
テ
ー
マ
に
し
た
展
覧
会
を
開
催
し
た
。
ジ
ェ
ン

ダ
ー
や
思
想
と
表
現
の
自
由
な
ど
、
人
権
に
ま
つ
わ
る
10
の
ト
ピ
ッ

ク
ス
を
テ
ー
マ
に
、
10
人
の
マ
ン
ガ
家
が
描
き
下
ろ
し
た
作
品
を

展
示
し
た
が
、
好
評
に
つ
き
当
館
で
も
巡
回
展
を
開
催
し
た
。
ま

た
、
同
じ
万
博
の
イ
タ
リ
ア
館
に
て
、
来
日
し
た
イ
タ
リ
ア
の
フ

リ
ウ
リ
・
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ジ
ュ
リ
ア
州
に
あ
る
ポ
ル
デ
ノ
ー
ネ

漫
画
館
と
当
館
と
の
間
で
、
相
互
協
力
に
関
す
る
意
向
表
明
書
の

調
印
を
取
り
交
わ
し
た
。

今
年
は
他
に
も
、企
画
展「
台
湾
の
少
年
と
日
本
の
少
年
～
巡
り

合
う
マ
ン
ガ
文
化
の
百
年
」
を
開
催
し
た
。
本
展
で
は
台
湾
と
日

本
が
た
ど
っ
て
き
た
近
現
代
史
を
追
い
な
が
ら
、
時
代
的
、
政
治

的
な
要
因
が
マ
ン
ガ
文
化
に
与
え
た
影
響
と
、
そ
れ
に
抗
い
表
現

を
切
り
開
い
て
き
た
マ
ン
ガ
家
・
編
集
者
た
ち
を
紹
介
し
た
。
開

幕
式
で
は
台
湾
か
ら
伝
統
的
な
人
形
劇
で
あ
る
「
布
袋
劇
」
の
劇

団
を
招
く
な
ど
、
こ
の
展
覧
会
の
文
化
的
背
景
を
深
め
る
イ
ベ
ン

ト
も
実
施
し
た
。
な
お
同
展
は
、
台
中
に
あ
る
國
家
漫
畫
博
物
館

に
巡
回
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
。

は
じ
め
に
触
れ
た
よ
う
に
、
当
館
は
２
０
２
６
年
度
で
20
周
年

を
迎
え
る
が
、
近
年
で
は
、
マ
ン
ガ
を
取
り
扱
う
施
設
、
あ
る
い

は
こ
れ
か
ら
計
画
を
し
て
い
る
国
や
地
域
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
協
力
や
連
携
に
関
す
る
依
頼
が
増
え
て
い
る
。
こ
の
間
の
活
動

を
通
じ
て
、
当
館
な
ら
び
に
本
学
の
存
在
や
理
念
が
少
し
ず
つ
認

知
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
大
変
光
栄
に
感
じ
る
。
し
か
し
、
も
ち

ろ
ん
現
在
で
も
「
マ
ン
ガ
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
か
け
は
、
試

行
錯
誤
の
中
に
あ
り
日
々
実
験
を
続
け
て
い
る
。
今
後
も
京
都
か

ら
「
マ
ン
ガ
っ
て
何
？
」
を
探
求
し
な
が
ら
、
社
会
や
世
界
と
も

つ
な
が
る
大
学
の
専
門
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
あ
り
た
い
と
願
う
。

〈
参
考
文
献
〉

吉
村
和
真
（
京
都
精
華
大
学
）「
学
外
施
設
『
京
都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』
に

よ
る
社
会
連
携
・
社
会
貢
献
」　「
大
学
評
価
研
究
」
第
16
合
抜
刷
（
公
益
社
団
法
人
大

学
基
準
協
会
総
務
部
、
２
０
１
７
年
10
月
発
行
）

大
谷
景
子
（
京
都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
学
芸
室
）「
マ
ン
ガ
資
料
の
収
集
・
保

管
・
公
開
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
？
」「
専
門
図
書
館
Ｎ
ｏ
・
３
２
１
」（
専
門
図
書

館
協
議
会
、
２
０
２
５
年
６
月
発
行
）

ほ 

て
い
げ
き
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館
内
表
記
に
つ
い
て
は
、
現
在
は
日
本
語
と
英
語
の
み
に
絞
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
解
説
パ
ネ
ル
が
増
え
る
こ
と
で
逆
に
分
か
り
に

く
く
な
る
の
を
避
け
る
意
図
が
あ
る
。
最
近
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
か
ざ
せ
ば
、
多
言
語
に
翻
訳
し
て
く
れ
る
ア
プ
リ
が
充
実
し
て

き
た
こ
と
も
大
き
い
。

２
０
２
５
年
の
国
際
的
な
企
画
と
し
て
、
大
阪
・
関
西
万
博
の

国
連
パ
ビ
リ
オ
ン
に
お
い
て
、
国
連
人
権
高
等
弁
務
官
事
務
所
と

の
共
催
で
人
権
を
テ
ー
マ
に
し
た
展
覧
会
を
開
催
し
た
。
ジ
ェ
ン

ダ
ー
や
思
想
と
表
現
の
自
由
な
ど
、
人
権
に
ま
つ
わ
る
10
の
ト
ピ
ッ

ク
ス
を
テ
ー
マ
に
、
10
人
の
マ
ン
ガ
家
が
描
き
下
ろ
し
た
作
品
を

展
示
し
た
が
、
好
評
に
つ
き
当
館
で
も
巡
回
展
を
開
催
し
た
。
ま

た
、
同
じ
万
博
の
イ
タ
リ
ア
館
に
て
、
来
日
し
た
イ
タ
リ
ア
の
フ

リ
ウ
リ
・
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ジ
ュ
リ
ア
州
に
あ
る
ポ
ル
デ
ノ
ー
ネ

漫
画
館
と
当
館
と
の
間
で
、
相
互
協
力
に
関
す
る
意
向
表
明
書
の

調
印
を
取
り
交
わ
し
た
。

今
年
は
他
に
も
、企
画
展「
台
湾
の
少
年
と
日
本
の
少
年
～
巡
り

合
う
マ
ン
ガ
文
化
の
百
年
」
を
開
催
し
た
。
本
展
で
は
台
湾
と
日

本
が
た
ど
っ
て
き
た
近
現
代
史
を
追
い
な
が
ら
、
時
代
的
、
政
治

的
な
要
因
が
マ
ン
ガ
文
化
に
与
え
た
影
響
と
、
そ
れ
に
抗
い
表
現

を
切
り
開
い
て
き
た
マ
ン
ガ
家
・
編
集
者
た
ち
を
紹
介
し
た
。
開

幕
式
で
は
台
湾
か
ら
伝
統
的
な
人
形
劇
で
あ
る
「
布
袋
劇
」
の
劇

団
を
招
く
な
ど
、
こ
の
展
覧
会
の
文
化
的
背
景
を
深
め
る
イ
ベ
ン

ト
も
実
施
し
た
。
な
お
同
展
は
、
台
中
に
あ
る
國
家
漫
畫
博
物
館

に
巡
回
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
。

は
じ
め
に
触
れ
た
よ
う
に
、
当
館
は
２
０
２
６
年
度
で
20
周
年

を
迎
え
る
が
、
近
年
で
は
、
マ
ン
ガ
を
取
り
扱
う
施
設
、
あ
る
い

は
こ
れ
か
ら
計
画
を
し
て
い
る
国
や
地
域
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
協
力
や
連
携
に
関
す
る
依
頼
が
増
え
て
い
る
。
こ
の
間
の
活
動

を
通
じ
て
、
当
館
な
ら
び
に
本
学
の
存
在
や
理
念
が
少
し
ず
つ
認

知
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
大
変
光
栄
に
感
じ
る
。
し
か
し
、
も
ち

ろ
ん
現
在
で
も
「
マ
ン
ガ
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
か
け
は
、
試

行
錯
誤
の
中
に
あ
り
日
々
実
験
を
続
け
て
い
る
。
今
後
も
京
都
か

ら
「
マ
ン
ガ
っ
て
何
？
」
を
探
求
し
な
が
ら
、
社
会
や
世
界
と
も

つ
な
が
る
大
学
の
専
門
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
あ
り
た
い
と
願
う
。

〈
参
考
文
献
〉

吉
村
和
真
（
京
都
精
華
大
学
）「
学
外
施
設
『
京
都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』
に

よ
る
社
会
連
携
・
社
会
貢
献
」　「
大
学
評
価
研
究
」
第
16
合
抜
刷
（
公
益
社
団
法
人
大

学
基
準
協
会
総
務
部
、
２
０
１
７
年
10
月
発
行
）

大
谷
景
子
（
京
都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
学
芸
室
）「
マ
ン
ガ
資
料
の
収
集
・
保

管
・
公
開
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
？
」「
専
門
図
書
館
Ｎ
ｏ
・
３
２
１
」（
専
門
図
書

館
協
議
会
、
２
０
２
５
年
６
月
発
行
）

ほ 

て
い
げ
き
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海
の
標
本
が
語
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

1東
京
海
洋
大
学
マ
リ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
本
館
、

隣
接
す
る
鯨
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
そ
し
て
練
習
船
「
雲
鷹
丸
」
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
る
。
鯨
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
は
、
巨
大
な
セ
ミ
ク
ジ
ラ
と

コ
ク
ク
ジ
ラ
の
全
身
骨
格
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
雲
鷹
丸
は
明
治

時
代
に
建
造
さ
れ
た
３
本
マ
ス
ト
の
練
習
船
で
、
現
在
は
品
川

キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
陸
上
保
存
さ
れ
て
お
り
、
登
録
有
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。

本
館
は
２
階
建
て
で
、
１
階
の
大
部
分
は
標
本
収
蔵
庫
と
な
り
、

魚
類
標
本
な
ど
数
万
点
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
１
階
ホ
ー
ル
部
分

と
２
階
は
展
示
室
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
魚
類
や
海
鳥
類
の

は
く
製
、
貝
類
や
甲
殻
類
の
標
本
、
鯨
類
骨
格
標
本
、
歴
代
練
習

船
の
模
型
、
漁
網
、
養
殖
に
関
す
る
展
示
、
水
産
食
品
な
ど
、
海

洋
・
水
産
に
関
わ
る
多
様
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
並
ぶ
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
東
京
水
産
大
学
（
東
京
海
洋
大
学
の
前
身
）
の

研
究
教
育
の
歴
史
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ

う
。
大
げ
さ
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
日
本
の
水
産
史
で
も
あ
る
。

雲
鷹
丸
は
建
造
当
時
、
漁
業
開
発
や
水
産
研
究
教
育
を
担
っ
て

お
り
、
船
上
で
の
カ
ニ
缶
詰
加
工
技
術
を
開
発
し
た
の
も
雲
鷹
丸

と
い
わ
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
蟹
工
船
の
は
し
り
で
あ
る
。
練
習
船

「
海
鷹
丸
Ⅱ
世
」
は
戦
後
復
興
の
象
徴
と
も
な
っ
た
第
１
次
日
本
南

極
地
域
観
測
隊
（
１
９
５
６
～
５７
年
）
に
「
宗
谷
」
と
と
も
に
参

加
し
た
。
こ
の
と
き
南
極
海
で
採
集
さ
れ
た
ペ
ン
ギ
ン
類
や
海
鳥

類
、
ア
ザ
ラ
シ
な
ど
の
は
く
製
は
、
そ
の
直
後
に
発
効
し
た
南
極

条
約
に
よ
っ
て
保
護
対
象
と
な
っ
た
た
め
、
国
内
で
は
極
め
て
貴

重
な
標
本
と
な
っ
て
い
る
。

魚
類
標
本
の
展
示
は
必
ず
し
も
充
実
し
て
い
な
い
も
の
の
、
や

は
り
日
本
の
水
産
史
を
反
映
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
展
示
の
約
半
分

は
サ
ケ
科
魚
類
が
占
め
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
サ
ケ
・
マ
ス
類
は

水
産
上
重
要
な
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
長
く
研
究
対
象
と
な
っ
て
き
た
。

現
在
で
は
外
来
種
問
題
の
方
が
注
目
さ
れ
る
が
、
ソ
ウ
ギ
ョ
、
ハ
ク

都
会
で
感
じ
る

海
と
人
の
つ
な
が
り

茂
木 

正
人

東
京
海
洋
大
学
海
洋
環
境
科
学
部
門
教
授
・

マ
リ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館
長

う
ん
よ
う
ま
る

う
み
た
か
ま
る
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レ
ン
、
ダ
ン
ト
ウ
ボ
ウ
と
い
っ
た
コ
イ
科
淡
水
魚
の
展
示
も
あ
る
。

こ
れ
ら
は
か
つ
て
成
長
の
早
い
養
殖
対
象
種
と
し
て
中
国
か
ら
国
内

に
持
ち
込
ま
れ
、
本
学
で
も
研
究
対
象
と
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
教
育
研
究
史
は
現
在
も
進
行
中
で
あ
る
。
本
館
で

コ
ク
ク
ジ
ラ
の
骨
格
標
本
が
展
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
標
本
は

あ
え
て
頭
部
以
外
は
組
み
立
て
ず
に
、
さ
な
が
ら
収
蔵
庫
の
中
の

よ
う
に
、
バ
ラ
バ
ラ

の
脊
椎
骨
な
ど
を
並

べ
る
に
と
ど
め
て
い

る［
写
真
］。
こ
れ
は

展
示
標
本
と
い
え
ど

も
、
い
つ
で
も
研
究

に
供
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
い

る
た
め
で
あ
る
。

当
館
の
展
示
テ
ー

マ
は
「
海
へ
の
い
ざ

な
い
」
と
さ
れ
て
い

る
が
、実
際
に
は「
日

本
の
水
産
業
・
水
産

教
育
研
究
の
発
展
の
歴
史
へ
の
い
ざ
な
い
」
と
い
っ
た
方
が
実
態
に

即
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

震
災
と
戦
争
を
越
え
て
―
博
物
館
の
歩
み

2順
番
が
前
後
す
る
が
、
当
館
の
歴
史
は
、
東
京
水
産
大
学
の
前

身
で
あ
る
農
商
務
省
水
産
講
習
所
に
標
本
室
が
完
成
し
た
１
９
０

２
年
に
始
ま
る
。
標
本
室
は
整
備
が
進
み
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
充
実

し
て
い
っ
た
が
、
１
９
２
３
年
の
関
東
大
震
災
に
よ
り
す
べ
て
焼

失
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
１
９
３
６
年
に
再
建
さ
れ
た
も
の

の
、
１
９
４
５
年
の
敗
戦
に
伴
い
東
京
越
中
島
の
校
舎
は
進
駐
軍

に
接
収
さ
れ
、
標
本
室
も
閉
鎖
さ
れ
る
。

１
９
４
７
年
に
は
水
産
講
習
所
が
横
須
賀
市
久
里
浜
の
旧
軍
施

設
へ
移
転
し
た
が
、
こ
の
と
き
多
数
の
標
本
や
模
型
が
破
損
・
紛
失

し
た
。
そ
の
後
、
大
学
の
改
組
を
経
て
１
９
５
７
年
に
東
京
水
産

大
学
は
現
在
の
品
川
へ
移
転
を
完
了
し
、
木
造
１
棟
を
水
産
博
物

館
と
し
て
標
本
類
の
収
蔵
を
開
始
し
た
。
現
在
の
建
物
は
１
９
７

１
年
に
完
成
し
、名
称
も
水
産
資
料
館
と
改
め
ら
れ
た
。
２
０
１
６

年
に
は
耐
震
改
修
と
増
築
を
行
い
、
マ
リ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、
現
在
に
至
る
。

［写真］コククジラの骨格標本
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レ
ン
、
ダ
ン
ト
ウ
ボ
ウ
と
い
っ
た
コ
イ
科
淡
水
魚
の
展
示
も
あ
る
。

こ
れ
ら
は
か
つ
て
成
長
の
早
い
養
殖
対
象
種
と
し
て
中
国
か
ら
国
内

に
持
ち
込
ま
れ
、
本
学
で
も
研
究
対
象
と
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
教
育
研
究
史
は
現
在
も
進
行
中
で
あ
る
。
本
館
で

コ
ク
ク
ジ
ラ
の
骨
格
標
本
が
展
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
標
本
は

あ
え
て
頭
部
以
外
は
組
み
立
て
ず
に
、
さ
な
が
ら
収
蔵
庫
の
中
の

よ
う
に
、
バ
ラ
バ
ラ

の
脊
椎
骨
な
ど
を
並

べ
る
に
と
ど
め
て
い

る［
写
真
］。
こ
れ
は

展
示
標
本
と
い
え
ど

も
、
い
つ
で
も
研
究

に
供
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
い

る
た
め
で
あ
る
。

当
館
の
展
示
テ
ー

マ
は
「
海
へ
の
い
ざ

な
い
」
と
さ
れ
て
い

る
が
、実
際
に
は「
日

本
の
水
産
業
・
水
産

教
育
研
究
の
発
展
の
歴
史
へ
の
い
ざ
な
い
」
と
い
っ
た
方
が
実
態
に

即
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

震
災
と
戦
争
を
越
え
て
―
博
物
館
の
歩
み

2順
番
が
前
後
す
る
が
、
当
館
の
歴
史
は
、
東
京
水
産
大
学
の
前

身
で
あ
る
農
商
務
省
水
産
講
習
所
に
標
本
室
が
完
成
し
た
１
９
０

２
年
に
始
ま
る
。
標
本
室
は
整
備
が
進
み
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
充
実

し
て
い
っ
た
が
、
１
９
２
３
年
の
関
東
大
震
災
に
よ
り
す
べ
て
焼

失
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
１
９
３
６
年
に
再
建
さ
れ
た
も
の

の
、
１
９
４
５
年
の
敗
戦
に
伴
い
東
京
越
中
島
の
校
舎
は
進
駐
軍

に
接
収
さ
れ
、
標
本
室
も
閉
鎖
さ
れ
る
。

１
９
４
７
年
に
は
水
産
講
習
所
が
横
須
賀
市
久
里
浜
の
旧
軍
施

設
へ
移
転
し
た
が
、
こ
の
と
き
多
数
の
標
本
や
模
型
が
破
損
・
紛
失

し
た
。
そ
の
後
、
大
学
の
改
組
を
経
て
１
９
５
７
年
に
東
京
水
産

大
学
は
現
在
の
品
川
へ
移
転
を
完
了
し
、
木
造
１
棟
を
水
産
博
物

館
と
し
て
標
本
類
の
収
蔵
を
開
始
し
た
。
現
在
の
建
物
は
１
９
７

１
年
に
完
成
し
、名
称
も
水
産
資
料
館
と
改
め
ら
れ
た
。
２
０
１
６

年
に
は
耐
震
改
修
と
増
築
を
行
い
、
マ
リ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、
現
在
に
至
る
。
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さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
歴
代
館
長
は
、
博
物
館
で
の
勤
務
経
験
を

持
つ
教
員
か
、
生
物
分
類
学
を
専
門
と
す
る
教
員
が
務
め
て
き
た
経

緯
が
あ
り
、
そ
の
た
め
収
蔵
庫
の
研
究
用
資
料
の
多
く
は
、
魚
類
や

無
脊
椎
動
物
を
中
心
と
し
た
生
物
標
本
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

展
示
用
資
料
に
つ
い
て
は
積
極
的
な
収
集
は
行
っ
て
い
な
い
も

の
の
、
一
般
の
方
か
ら
寄
贈
の
申
し
出
を
い
た
だ
く
こ
と
は
少
な

く
な
い
。
代
表
的
な
例
と
し
て
、
数
百
点
に
及
ぶ
甲
殻
類
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
や
、
鯨
類
ほ
ぼ
全
種
を
網
羅
し
た
ミ
ニ
チ
ュ
ア
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
展
示
資
料
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
特
に
多
い
の
は
ウ
ミ
ガ
メ
類
の
は
く
製
の
寄
贈
申

し
出
で
あ
る
。
ウ
ミ
ガ
メ
類
は
す
べ
て
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
附
属
書

Ⅰ
に
掲
載
さ
れ
、
国
際
取
引
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
種
の

保
存
法
で
も
保
護
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
か
つ
て
土
産
物
と

し
て
海
外
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
個
体
が
国
内
に
相
当
数
残
さ
れ
て

お
り
、
不
要
に
な
っ
て
処
分
に
困
っ
た
方
々
か
ら
寄
贈
が
申
し
出

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
現
在
で
は
、
原
則
と
し
て
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
な
い
。

理
由
は
、
産
地
や
採
集
年
と
い
っ
た
生
物
標
本
と
し
て
不
可
欠
な

情
報
が
欠
落
し
て
い
る
場
合
が
多
く
、
科
学
的
価
値
が
ほ
と
ん
ど

認
め
ら
れ
な
い
た
め
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
個
体
を
多
数
所
有
す

先
ほ
ど
「
歴
史
へ
の
い
ざ
な
い
」
と
標
榜
し
た
ば
か
り
だ
が
、

震
災
や
戦
争
で
多
く
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
失
っ
た
こ
と
は
誠
に
残

念
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
も
う
一
つ
触
れ
て
お
き
た
い
の
が
練
習
船

「
は
や
ぶ
さ
丸
」
で
あ
る
。
は
や
ぶ
さ
丸
の
前
身
は
、
ビ
キ
ニ
環

礁
近
海
で
ア
メ
リ
カ
が
行
っ
た
水
爆
実
験
で
被
曝
し
た
第
五
福
龍

丸
で
あ
る
。
被
曝
後
は
東
京
水
産
大
学
の
係
船
場
で
検
査
・
除
染

さ
れ
、
そ
の
ま
ま
大
学
に
払
い
下
げ
ら
れ
、
10
年
以
上
に
わ
た
り

練
習
船
と
し
て
活
躍
し
た
。
引
退
後
は
廃
棄
業
者
に
引
き
渡
さ
れ

た
が
、
保
存
を
求
め
る
市
民
運
動
を
経
て
東
京
都
の
所
有
と
な
り
、

現
在
は
「
都
立
第
五
福
龍
丸
展
示
館
」
で
展
示
保
存
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
は
や
ぶ
さ
丸
の
歴
史
に
つ
い
て
は
本
学
の
学
生
の
多

く
が
知
ら
ず
、
教
職
員
で
も
認
識
し
て
い
な
い
者
が
少
な
く
な
い
。

現
在
、
本
学
に
残
さ
れ
て
い
る
の
は
文
献
資
料
の
み
だ
が
、
本
学

の
重
要
な
歴
史
の
一
部
と
し
て
、
悲
惨
な
歴
史
を
繰
り
返
さ
な
い

た
め
に
も
、
当
館
で
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
模
索
し
て
い
る
。

市
民
と
と
も
に
育
つ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

3本
学
の
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
自
然
科
学
系
の
み
な
ら
ず
、
文

系
や
工
学
系
の
分
野
も
あ
り
、
展
示
内
容
に
も
そ
の
多
様
性
が
反
映
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る
意
義
は
見
出
し
難
く
、
加
え
て
、
防
虫
処
理
な
ど
保
管
に
は
一

定
の
コ
ス
ト
も
必
要
と
な
る
。
す
で
に
タ
イ
マ
イ
な
ど
複
数
の
は

く
製
が
収
蔵
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
以
上
の
受
け
入
れ

は
慎
重
に
判
断
し
て
い
る
。

学
生
が
学
び
を
体
験
す
る
場
と
し
て

4本
学
に
は
学
芸
員
コ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
博
物
館
実
習

の
一
部
が
当
館
で
行
わ
れ
て
い
る
。
実
習
生
は
、オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
や
大
学
祭
の
際
に
、
館
内
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作

成
を
す
る
ほ
か
、
当
日
は
、
受
付
業
務
、
館
内
の
案
内
、
展
示
の

ガ
イ
ド
な
ど
を
交
代
で
担
当
す
る
。
こ
う
い
っ
た
日
は
、
１
日
あ

た
り
３
千
人
程
度
の
来
館
者
を
迎
え
る
こ
と
も
あ
る
が
、
実
習
生

が
主
体
的
に
業
務
を
担
っ
て
い
る
。

ま
た
、
講
義
の
一
部
に
は
当
館
を
利
用
す
る
も
の
も
あ
り
、
水
産

経
済
史
や
博
物
館
教
育
論
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。
加
え
て
、
当

館
で
の
実
習
で
は
な
い
が
、
あ
る
英
語
の
授
業
で
は
、
学
内
で
撮

影
し
た
映
像
に
英
語
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
付
し
１
本
の
動
画
を
完

成
さ
せ
る
課
題
が
課
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
多
く
の
学
生
が
当
館
の

展
示
を
題
材
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、海
洋
に
関
す
る
多
様
な
資
料
が
一
堂
に
集
ま
る
当

館
が
、
学
生
に
と
っ
て
身
近
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
大

学
博
物
館
の
重
要
な
存
在
意
義
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

地
域
と
つ
な
が
る
海
の
学
び

5本
学
は
東
京
都
港
区
と
連
携
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
そ
の
一

環
と
し
て
港
区
立
郷
土
歴
史
館
と
の
共
同
事
業
「
夏
休
み
学
習
会 

«

見
て
・
さ
わ
っ
て
・
学
ぼ
う» 

―
東
京
湾 

自
然
と
人
―
」
を
毎

年
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
事
業
は
郷
土
歴
史
館
と
当
館
で
そ
れ
ぞ

れ
１
日
ず
つ
行
わ
れ
、
小
学
生
高
学
年
を
中
心
と
し
た
参
加
者
は

２
日
間
と
も
参
加
す
る
こ
と
が
原
則
と
な
っ
て
い
る
。
テ
ー
マ
は

「
東
京
湾
や
港
区
に
関
わ
る
自
然
と
人
」
で
あ
り
、
郷
土
歴
史
館
が

文
化
や
歴
史
を
、
本
学
が
自
然
（
生
物
）
を
担
当
す
る
。

２
０
２
５
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
海
の
植
物
、
海
そ
う
を
知
ろ

う
！
」
で
あ
っ
た
。
郷
土
歴
史
館
で
は
「
大
森
海
苔
の
ふ
る
さ
と

館
」
か
ら
講
師
を
招
き
、
当
館
で
は
本
学
の
藻
類
学
の
教
授
に
講

師
を
依
頼
し
た
。
２
日
間
に
わ
た
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
文
系
と
理

系
を
融
合
さ
せ
た
非
常
に
充
実
し
た
内
容
で
あ
り
、
私
自
身
も
毎

回
参
加
者
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
る
。
講
師
は
「
見
て
・
さ
わ
っ
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て
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
実
物
を
準
備
し
て
く
だ
さ
る
た
め
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
貴
重
な
体
験
と
記
憶
と
な
る
だ
ろ
う
。
実

物
に
触
れ
る
（
実
際
に
触
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
本
物
に
接
す

る
と
い
う
意
味
で
も
）
体
験
を
提
供
す
る
こ
と
は
、
当
館
の
み
な

ら
ず
博
物
館
全
般
に
共
通
す
る
重
要
な
役
割
の
一
つ
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
近
隣
の
保
育
園
や
幼
稚
園
児
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施

設
か
ら
の
来
館
も
年
間
で
数
十
件
に
の
ぼ
る
。
日
々
の
散
歩
コ
ー

ス
の
一
つ
と
し
て
当
館
を
組
み
込
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
は
、

地
域
に
根
差
し
た
存
在
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

南
極
か
ら
見
え
る
地
球
の
つ
な
が
り

6２
０
２
５
年
、
当
館
で
は
南
極
コ
ー
ナ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

行
っ
た
。
こ
れ
ま
で
明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト
や
タ
イ
ト
ル
が
な
か
っ

た
た
め
、
こ
の
機
会
に
「
南
極
海
か
ら
み
た
地
球
の
生
態
系
」
と

題
し
、
展
示
の
趣
旨
を
明
確
化
し
た
。

先
述
の
と
お
り
、
本
学
は
練
習
船
「
海
鷹
丸
」
に
よ
る
南
極
海
の

観
測
を
続
け
て
き
た
。
当
館
に
は
、
ペ
ン
ギ
ン
類
、
ア
ザ
ラ
シ
な
ど

貴
重
な
は
く
製
標
本
が
収
蔵
・
展
示
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
は

解
説
文
も
な
く
、
た
だ
珍
し
い
も
の
を
陳
列
し
て
い
る
印
象
が
否
め

な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
他
の
展
示
は
、
分
類
群
ご
と
に
専
門
家

が
監
修
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
取
っ
て
い
た
た
め
、
分
類
群
間
の

つ
な
が
り
、す
な
わ
ち
食
物
網
や
生
態
系
を
学
ぶ
視
点
に
欠
け
て
い
た
。

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、
か
つ
て
南
極
海
で
採
集
さ
れ
た

海
鳥
類
の
は
く
製
を
ペ
ン
ギ
ン
や
ア
ザ
ラ
シ
と
同
じ
コ
ー
ナ
ー
に

移
し
、
南
極
海
の
食
物
網
を
解
説
す
る
パ
ネ
ル
を
新
設
し
た
。
さ

ら
に
、
南
極
海
で
見
ら
れ
る
海
鳥
類
や
鯨
類
な
ど
、
短
期
間
で
長

距
離
を
移
動
す
る
動
物
を
取
り
上
げ
（
一
部
の
海
鳥
は
日
本
や
北

極
海
ま
で
渡
り
を
行
う
）、
彼
ら
の
移
動
を
通
じ
て
、
地
球
上
の

局
地
的
な
生
態
系
が
互
い
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
解
説
し
た
。

来
館
者
に
は
、
身
近
に
起
こ
っ
て
い
る
環
境
問
題
も
ま
た
南
極
海

と
無
関
係
で
は
な
い
、
と
い
う
認
識
を
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
け
る

こ
と
を
、
こ
の
展
示
で
期
待
し
て
い
る
。

世
界
の
来
館
者
に
ど
う
伝
え
る
か

7イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
に
よ
り
、
当
館
で
も
海
外
か
ら
の
来
館

者
が
目
立
っ
て
多
く
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
学
内
に
は
留
学
生
も

数
多
く
在
籍
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
展
示
解
説
の
多
言
語
化
は
不

可
欠
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
際
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し
て
は
、
解
説
に
英
訳
を
付
す
こ
と
も
試
み
た
。

近
年
の
Ａ
Ｉ
の
普
及
に
よ
り
、
英
語
解
説
を
作
成
す
る
ハ
ー
ド

ル
は
低
く
な
っ
た
。
同
時
に
、
来
館
者
が
自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
日
本
語
を
読
み
取
り
、
瞬
時
に
各
国
の
言
語
に
翻
訳
で
き
る
よ

う
に
も
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
多
言
語
化
の
方
法
を
ど
う
位

置
づ
け
る
か
に
つ
い
て
は
慎
重
な
検
討
を
要
す
る
。

日
本
語
と
英
語
を
併
記
す
れ
ば
、
解
説
パ
ネ
ル
の
ス
ペ
ー
ス
は
単

純
に
２
倍
必
要
と
な
り
、
そ
の
分
文
字
の
大
き
さ
も
縮
小
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
こ
れ
は
、
読
み
や
す
さ
を
損
な
わ
ず
に
十
分
な
情
報
を
伝

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
解
説
作
成
の
ジ
レ
ン
マ
で
あ
る
。
ま
た
、
音

声
ガ
イ
ド
の
導
入
と
い
っ
た
解
決
策
も
考
え
ら
れ
る
が
、
導
入
や
維

持
の
コ
ス
ト
は
大
き
な
負
担
と
な
る
。
今
後
、
多
言
語
化
に
ど
う
取

り
組
む
か
は
、
当
館
に
と
っ
て
重
要
な
検
討
課
題
で
あ
る
。

都
会
で
海
を
感
じ
る
―
小
さ
な
博
物
館
の
大
き
な
役
割

8当
館
で
は
、
展
示
や
資
料
収
集
の
方
針
に
つ
い
て
、
一
貫
し
た

コ
ン
セ
プ
ト
を
持
た
な
い
ま
ま
、
学
内
で
の
位
置
づ
け
も
曖
昧
な

状
態
で
運
営
が
続
け
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
時
代
ご
と
に
教

員
や
数
年
で
交
代
す
る
館
長
の
判
断
に
よ
っ
て
、
あ
る
意
味
場
当

た
り
的
な
資
料
収
集
や
展
示
が
行
わ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
期
せ
ず
し
て
水
産
業
や
水
産
研
究

の
歴
史
を
た
ど
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
。

地
球
は
「
水
の
惑
星
」
で
あ
る
。
表
面
の
７
割
を
海
洋
が
覆
い
、

そ
の
平
均
水
深
は
３
８
０
０
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
。
広
大
な
空
間

を
形
づ
く
る
海
は
、
人
類
に
と
っ
て
今
な
お
畏
怖
の
対
象
で
あ
り
、

神
秘
的
な
領
域
で
も
あ
る
。
実
際
、
テ
レ
ビ
番
組
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
海
洋
生
物
や
深
海
の
映
像
が
溢
れ

る
。
博
物
館
で
は
生
き
た
生
物
や
迫
力
あ
る
映
像
を
そ
の
ま
ま
展

示
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
来
館
者
は
「
本
物
・
実
物
」
に
直

に
触
れ
、
五
感
で
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

当
館
は
総
合
博
物
館
と
比
べ
れ
ば
規
模
こ
そ
及
ば
な
い
が
、
専

門
大
学
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
、
都
会
の
真
ん
中
で
海
を
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
場
で
あ
る
。
散
歩
の
途
中
で
も
立
ち
寄
れ
る
距
離

感
で
、
海
洋
を
実
感
で
き
る
と
い
う
点
は
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら
は
得
が
た
い
体
験
で
あ
ろ
う
。
気
軽
に
海
を
感
じ
な

が
ら
、
日
本
が
歩
ん
で
き
た
水
産
業
や
海
洋
学
の
一
端
に
触
れ
ら

れ
る
場
所
―
そ
れ
が
当
館
の
存
在
意
義
で
あ
る
。
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は
じ
め
に

国
立
音
楽
大
学
が
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
２
０
２
６
年
、附

属
施
設
で
あ
る
楽
器
学
資
料
館
も
展
示
室
を
備
え
て
か
ら
50
周
年
と

い
う
節
目
を
迎
え
る
。こ
の
半
世
紀
、当
館
は
楽
器
学
の
研
究
拠
点
の

ひ
と
つ
と
し
て
、社
会
に
知
を
発
信
し
て
き
た［
写
真
１
］。

本
学
の
楽
器
資
料
の
収
集
は
１
９
６
６
年
に
さ
か
の
ぼ
る
。
当

初
は
、
チ
ェ
ン
バ
ロ
を
は
じ
め
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
・
バ
ロ
ッ
ク
時

代
の
楽
器
を
演
奏
研
究
の
た
め
に
購
入
し
た
。
翌
年
に
は
雅
楽
や

能
、
箏
曲
な
ど
で
演
奏
さ
れ
る
邦
楽
器
も
加
わ
っ
た
。
10
年
後
の

１
９
７
６
年
に
は
所
蔵
楽
器
点
数
が
１
２
４
点
と
な
り
、
展
示
室

を
完
備
。
以
降
も
着
実
に
収
集
を
進
め
、
現
在
の
所
蔵
点
数
は
お

時
を
こ
え
て
響
く
音 

―
活
用
と
保
全
の
調
和
を
目
指
し
た
知
の
発
信
―

不
動 

真
優

国
立
音
楽
大
学
楽
器
学
資
料
館

主
任
学
芸
員
・
課
長
補
佐

［写真1］楽器学資料館の展示室
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よ
そ
２
６
０
０
点
に
の
ぼ
る
。

「
音
楽
研
究
に
必
要
と
さ
れ
る
楽
器
に
関
す
る
資
料
を
整
え
る
」

と
い
う
方
針
に
基
づ
き
、
名
器
や
骨
董
的
価
値
よ
り
も
、
地
域
や

年
代
に
偏
り
の
な
い
【
系
統
的
な
収
集
】
を
基
本
と
し
、
世
界
各

地
の
民
族
楽
器
に
つ
い
て
も
幅
広
く
収
集
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
る
。学

び
を
提
供
す
る
教
育
的
活
用

1現
在
、
授
業
で
最
も
教
育
活
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
チ
ェ
ン
バ

ロ
や
ク
ラ
ヴ
ィ
コ
ー
ド
、
フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ
な
ど
の
鍵
盤
楽
器
で

あ
る
［
写
真
２
］。
こ
れ
は
、
現
代
の
ピ
ア
ノ
と
各
時
代
の
鍵
盤

楽
器
に
は
多
く
の
違
い
が
あ
り
、
鍵
盤
楽
器
専
修
の
必
修
授
業
や
、

レ
ッ
ス
ン
に
お
い
て
、
そ
の
違
い
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

例
え
ば
、
ヨ
ハ
ン
・
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
バ
ッ
ハ
は
、
ピ
ア
ノ
の
た

め
の
作
品
を
残
し
て
お
ら
ず
、
チ
ェ
ン
バ
ロ
や
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
、

ク
ラ
ヴ
ィ
コ
ー
ド
に
よ
る
演
奏
を
想
定
し
て
作
曲
し
て
い
た
。
ピ

ア
ノ
は
弦
を
打
っ
て
音
を
出
す
が
、
チ
ェ
ン
バ
ロ
は
弦
を
は
じ
い

て
発
音
す
る
構
造
の
た
め
、
音
色
は
も
ち
ろ
ん
、
強
弱
や
表
現
に

関
わ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
に
も
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

本
学
の
学
生
を
は
じ
め
、
現
代
の
多
く
の
演
奏
者
に
と
っ
て
、
た

と
え
バ
ロ
ッ
ク
や
古
典
派
の
作
品
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
現
代
の

ピ
ア
ノ
で
演
奏
を
す
る
こ
と
が
一
般
的
と
な
っ
て
お
り
、
当
時
の

楽
器
へ
意
識
が
向
け
ら
れ
る
機
会
は
多
く
な
い
。

そ
う
し
た
中
で
、
当
館
が
提
供
す
る
演
奏
体
験
は
、
作
曲
家
が

作
品
を
生
み
出
し
た
当
時
の
楽
器
と
、
現
代
の
ピ
ア
ノ
と
の
違
い

を
感
覚
的
に
捉
え
る
機
会
と
な
り
、
演
奏
解
釈
を
深
め
る
た
め
の

一
助
と
な
っ
て
い
る
。

鍵
盤
楽
器
以
外
に
も
、

世
界
各
地
の
民
族
が
用

い
る
楽
器
に
触
れ
る
こ

と
は
、
文
化
の
多
様
性

を
学
び
、
音
楽
の
世
界

観
を
広
げ
る
こ
と
に
つ

な
が
る
。
そ
の
た
め
当

館
で
は
、
各
地
域
の
伝

統
音
楽
の
演
奏
を
レ
ク

チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通

じ
て
触
れ
る
機
会
を
提

［写真2］展示室内のチェンバロエリア
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０
０
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れ
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触
れ
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は
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。
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保
全
を
考
慮
し
た
レ
プ
リ
カ
の
活
用

2「
楽
器
」
と
は
、
音
を
出
す
た
め
、
音
楽
を
奏
で
る
た
め
に
使

用
さ
れ
る
も
の
と
定
義
さ
れ
る
が
、
博
物
館
資
料
と
な
る
と
、
保

全
の
観
点
か
ら
そ
の
使
用
を
制
限
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

演
奏
に
よ
っ
て
発
音
に
関
わ
る
部
位
の
摩
耗
や
劣
化
が
進
み
、
会

場
等
へ
の
移
動
に
よ
る
環
境
変
化
や
振
動
に
よ
っ
て
楽
器
全
体
に

影
響
が
出
る
こ
と
も
あ
る
。
目
的
が
「
演
奏
」
と
な
っ
て
し
ま
う

と
、
よ
り
よ
い
音
色
を
得
る
た
め
に
素
材
を
交
換
す
る
必
要
が
生

じ
、
当
時
ど
の
よ
う
な
素
材
や
技
法
が
用
い
ら
れ
て
い
た
か
を
示

す
貴
重
な
歴
史
の
痕
跡
を
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
る
か
ら
で

あ
る
。

一
方
で
、
音
を
「
聴
く
」
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
楽
器
の
理
解

に
欠
か
せ
な
い
こ
と
で
も
あ
る
た
め
、
活
用
と
保
全
の
バ
ラ
ン
ス

を
と
る
こ
と
が
常
に
求
め
ら
れ
る
。

そ
こ
で
当
館
で
は
、
レ
プ
リ
カ
（
複
製
）
楽
器
を
活
用
し
て
い

る
。
可
能
な
限
り
当
時
と
同
じ
素
材
と
技
法
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ

た
楽
器
は
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
機
会
を
与
え
て
く
れ
る
。

本
学
１
０
０
周
年
を
記
念
し
て
製
作
し
た
フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ
は

そ
の
一
例
で
あ
り
、
本
学
の
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
を
楽
器
の
一
部
に
用

供
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
こ

れ
ま
で
基
本
的
に
入
場

無
料
で
一
般
に
も
公
開

し
て
お
り
、
地
域
に
開

か
れ
た
活
動
の
ひ
と
つ

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

週
替
わ
り
で
楽
器
を
紹

介
・
解
説
す
る
「
楽
器

の
10
分
講
座
」
を
年
間

を
通
じ
て
開
催
し
、
見

学
者
に
学
び
の
場
を
提

供
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
日
本
の
音
楽
教
育
は
長
ら
く
西
洋
音
楽
が
中
心
で
あ

り
、
自
国
の
音
楽
を
学
ぶ
機
会
は
ど
う
し
て
も
限
ら
れ
て
い
た
が
、

現
行
の
中
学
校
の
学
習
指
導
要
領
「
音
楽
」
で
は
、
和
楽
器
を
用

い
た
表
現
活
動
を
行
う
こ
と
が
必
須
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
受

け
、
本
学
附
属
中
学
校
の
生
徒
を
対
象
に
、
歌
舞
伎
の
お
囃
子
や
、

雅
楽
の
楽
器
を
テ
ー
マ
と
し
た
邦
楽
体
験
の
機
会
も
新
た
に
設
け

た
［
写
真
３
］。

［写真3］邦楽体験で篠笛に取り組む附属校の中学生
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い
、
ウ
ィ
ー
ン
の
製
作
家
ア
ン
ト
ン
・
ワ
ル
タ
ー
に
よ
る
１
７
９

５
年
ご
ろ
の
楽
器
を
複
製
し
た
も
の
で
あ
る
。
ワ
ル
タ
ー
の
ピ
ア

ノ
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
も
所
有
し
、
ハ
イ
ド
ン
や
、
若
き
日
の
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
も
演
奏
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
古
典
派
の
音
楽
を

学
ぶ
上
で
極
め
て
有
意
義
な
資
料
と
な
っ
た
。

同
じ
ピ
ア
ノ
と
は
言
え
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
演
奏
し
て
い
た
18

世
紀
後
半
の
フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ
と
現
代
の
ピ
ア
ノ
と
は
、
弦
の
素

材
、
弦
の
張
力
、
弦
を

打
つ
ハ
ン
マ
ー
の
素
材
、

ア
ク
シ
ョ
ン
（
打
弦
に

至
る
か
ら
く
り
）
の
仕

組
み
、
指
で
押
し
下
げ

る
鍵
の
深
さ
な
ど
が
異

な
り
、
そ
の
違
い
は
音

色
、
音
量
、
演
奏
者
が

感
じ
る
鍵
盤
の
タ
ッ
チ

に
も
如
実
に
表
れ
る
。

今
年
度
は
、
こ
の

楽
器
を
用
い
て
レ
ク

チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の

ほ
か
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
た
。
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、
５

日
間
の
短
い
期
間
で
は
あ
る
が
、フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ
奏
者
の
平
井
千

絵
氏
の
指
導
に
よ
る
公
開
レ
ッ
ス
ン
を
本
学
学
部
生
お
よ
び
院
生
、

そ
し
て
附
属
校
の
中
学
生
・
高
校
生
の
有
志
が
参
加
し
て
行
っ
た
。

ま
た
最
終
日
に
は
修
了
演
奏
会
を
実
施
。
参
加
者
は
、
普
段
演
奏

し
て
い
る
現
代
の
ピ
ア
ノ
と
の
違
い
に
戸
惑
い
つ
つ
も
、
徐
々
に

そ
の
楽
器
の
特
性
を
学
び
、
各
自
の
表
現
を
追
求
し
た
［
写
真
４
］。

こ
う
し
た
ピ
リ
オ
ド
楽
器
（
各
作
曲
家
が
生
き
て
い
た
時
代
の
楽

器
を
指
す
言
葉
）
の
学
び
の
機
会
は
、
世
界
的
に
見
て
も
少
な
い

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
当
館
で
は
今
後
も
こ
う
し
た
機
会
を

継
続
・
拡
充
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

展
示
室
の
構
成
と
企
画
展
示
お
よ
び
関
連
イ
ベ
ン
ト

3当
館
の
展
示
室
は
広
さ
４
４
２
㎡
の
ワ
ン
フ
ロ
ア
で
あ
る
。
壁

沿
い
に
配
置
さ
れ
た
ウ
ォ
ー
ル
ケ
ー
ス
で
は
、
世
界
各
地
の
楽
器
を

ホ
ル
ン
ボ
ス
テ
ル=

ザ
ッ
ク
ス
分
類
に
基
づ
き
、
発
音
原
理
で
分

け
て
展
示
し
て
い
る
。
フ
ロ
ア
中
央
部
に
は
鍵
盤
楽
器
を
配
置
し
、

各
所
に
設
置
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
お
よ
び
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、

名
称
・
地
域
・
年
代
・
分
類
番
号
な
ど
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
し

［写真4］サマースクールでの公開レッスンの様子
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い
、
ウ
ィ
ー
ン
の
製
作
家
ア
ン
ト
ン
・
ワ
ル
タ
ー
に
よ
る
１
７
９

５
年
ご
ろ
の
楽
器
を
複
製
し
た
も
の
で
あ
る
。
ワ
ル
タ
ー
の
ピ
ア

ノ
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
も
所
有
し
、
ハ
イ
ド
ン
や
、
若
き
日
の
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
も
演
奏
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
古
典
派
の
音
楽
を

学
ぶ
上
で
極
め
て
有
意
義
な
資
料
と
な
っ
た
。

同
じ
ピ
ア
ノ
と
は
言
え
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
演
奏
し
て
い
た
18

世
紀
後
半
の
フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ
と
現
代
の
ピ
ア
ノ
と
は
、
弦
の
素

材
、
弦
の
張
力
、
弦
を

打
つ
ハ
ン
マ
ー
の
素
材
、

ア
ク
シ
ョ
ン
（
打
弦
に

至
る
か
ら
く
り
）
の
仕

組
み
、
指
で
押
し
下
げ

る
鍵
の
深
さ
な
ど
が
異

な
り
、
そ
の
違
い
は
音

色
、
音
量
、
演
奏
者
が

感
じ
る
鍵
盤
の
タ
ッ
チ

に
も
如
実
に
表
れ
る
。

今
年
度
は
、
こ
の

楽
器
を
用
い
て
レ
ク

チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の

ほ
か
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
た
。
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、
５

日
間
の
短
い
期
間
で
は
あ
る
が
、フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ
奏
者
の
平
井
千

絵
氏
の
指
導
に
よ
る
公
開
レ
ッ
ス
ン
を
本
学
学
部
生
お
よ
び
院
生
、

そ
し
て
附
属
校
の
中
学
生
・
高
校
生
の
有
志
が
参
加
し
て
行
っ
た
。

ま
た
最
終
日
に
は
修
了
演
奏
会
を
実
施
。
参
加
者
は
、
普
段
演
奏

し
て
い
る
現
代
の
ピ
ア
ノ
と
の
違
い
に
戸
惑
い
つ
つ
も
、
徐
々
に

そ
の
楽
器
の
特
性
を
学
び
、
各
自
の
表
現
を
追
求
し
た
［
写
真
４
］。

こ
う
し
た
ピ
リ
オ
ド
楽
器
（
各
作
曲
家
が
生
き
て
い
た
時
代
の
楽

器
を
指
す
言
葉
）
の
学
び
の
機
会
は
、
世
界
的
に
見
て
も
少
な
い

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
当
館
で
は
今
後
も
こ
う
し
た
機
会
を

継
続
・
拡
充
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

展
示
室
の
構
成
と
企
画
展
示
お
よ
び
関
連
イ
ベ
ン
ト

3当
館
の
展
示
室
は
広
さ
４
４
２
㎡
の
ワ
ン
フ
ロ
ア
で
あ
る
。
壁

沿
い
に
配
置
さ
れ
た
ウ
ォ
ー
ル
ケ
ー
ス
で
は
、
世
界
各
地
の
楽
器
を

ホ
ル
ン
ボ
ス
テ
ル=

ザ
ッ
ク
ス
分
類
に
基
づ
き
、
発
音
原
理
で
分

け
て
展
示
し
て
い
る
。
フ
ロ
ア
中
央
部
に
は
鍵
盤
楽
器
を
配
置
し
、

各
所
に
設
置
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
お
よ
び
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、

名
称
・
地
域
・
年
代
・
分
類
番
号
な
ど
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
し

［写真4］サマースクールでの公開レッスンの様子
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て
い
る
。
た
だ
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
授
業
で
の
利
用
を
前
提
と
し
て

い
る
た
め
、
学
生
自
身
が
調
べ
る
こ
と
を
促
す
よ
う
、
各
楽
器
に

対
す
る
解
説
パ
ネ
ル
は
最
小
限
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
学
芸
員
に
よ

る
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
と
質
問
応
対
は
常
に
行
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
見

学
者
の
要
望
に
可
能
な
限
り
応
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

ま
た
展
示
室
の
一
角
を
「
企
画
展
示
コ
ー
ナ
ー
」
と
し
て
、
前

期
・
後
期
に
テ
ー
マ
を
設
け
た
展
示
を
実
施
し
て
い
る
。
企
画
内

容
は
、
当
館
の
研
究
内
容
を
発
表
す
る
場
と
す
る
ほ
か
、
作
曲
家

や
各
国
の
周
年
に
関
連
づ
け
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
う
し
た
周
年
に

は
、
関
連
す
る
演
奏
家
が
来
日
す
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
機
会
を

捉
え
た
演
奏
依
頼
が
可
能
と
な
る
た
め
で
あ
る
。

２
０
２
４
年
は
、
ト
ル
コ
共
和
国
と
日
本
と
の
外
交
関
係
樹
立

１
０
０
周
年
を
記
念
し
て
「
ト
ル
コ
の
楽
器 
～
オ
ス
マ
ン
帝
国
の

時
代
か
ら
続
く
音
楽
文
化
～
」
と
い
う
企
画
展
示
を
行
っ
た
。
ト

ル
コ
大
使
館
に
協
力
を
仰
ぎ
、
ト
ル
コ
の
古
典
音
楽
演
奏
団
体
で

あ
る
「
ト
ル
コ
共
和
国
イ
ズ
ミ
ル
国
立
古
典
音
楽
団
」
の
来
日
に

合
わ
せ
、
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ウ
ー
ド
や
カ
ー
ヌ
ー
ン
、
ネ
イ
と
い
っ
た
、
日
本
で
は
耳
に
す
る

機
会
の
少
な
い
楽
器
の
演
奏
と
解
説
は
、
学
生
ほ
か
来
場
者
に
新

た
な
知
見
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
た
［
写
真
５
］。
ま
た
、
ト
ル

コ
の
音
楽
団
か
ら
も
日

本
の
音
楽
に
つ
い
て
知

り
た
い
と
要
望
が
あ
っ

た
た
め
、
本
学
の
教
員

に
よ
る
日
本
音
楽
の
レ

ク
チ
ャ
ー
を
設
け
、
ま

た
本
学
の
長
唄
三
味
線

の
授
業
の
見
学
も
設
定

し
た
。
双
方
に
と
っ
て

お
互
い
の
音
楽
文
化
を

理
解
し
あ
う
貴
重
な
機

会
と
な
っ
た
。

教
育
資
料
の
蓄
積
と
学
術
調
査

4当
館
で
は
、
数
年
単
位
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
所
蔵

資
料
を
用
い
た
取
り
組
み
や
、
学
術
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

２
０
１
６
年
か
ら
は
、
楽
器
が
演
奏
さ
れ
て
い
る
様
子
や
、
演

奏
家
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
動
画
で
記
録
し
、
教
育
用
映
像

［写真5］トルコ共和国イズミル国立古典音楽団によるレクチャーコン
サート
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の
制
作
を
行
っ
て
い
る
。
映
像
デ
ー
タ
は
授
業
利
用
を
目
的
と
し

た
教
員
に
貸
し
出
す
ほ
か
、
学
内
向
け
にG

oogle C
lassroom

や
、
一
部
の
動
画
は
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
も
公
開
し
て
い
る
。

ま
た
２
０
２
３
年
か
ら
は
、
館
長
で
あ
る
三
浦
雅
展
に
よ
っ
て
、

19
世
紀
の
フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ
の
音
響
分
析
を
行
い
、
各
メ
ー
カ
ー

の
音
色
的
特
徴
を
捉
え
、
相
違
や
類
似
性
を
可
視
化
し
た
［
写
真

６
］。
こ
う
し
た
調
査
結
果
は
、
毎
年
発
行
し
て
い
る
当
館
の
「
活

動
報
告
」
に
ま
と
め
、
冊
子
お
よ
び
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
公
開
し
て
い
る
。

楽
器
は
木
材
や
皮
革
、
金
属
な
ど
多
様
な
素
材
か
ら
成
る
た
め
、

温
湿
度
変
化
や
虫
や
菌
（
カ
ビ
）
に
よ
る
劣
化
リ
ス
ク
な
ど
、
多

角
的
な
視
点
で
環
境
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
保
全
の
面

か
ら
考
え
れ
ば
、
本
来
の
使
用
目
的
で
あ
る
演
奏
も
制
限
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
音
色
の
提
供
は
、
楽
器
・
音
楽
を
学

ぶ
上
で
必
要
な
ひ
と
つ
の
要
素
と
な
る
。

当
館
は
、
大
学
博
物
館
と
し
て
、
活
用
と
保
全
の
バ
ラ
ン
ス
を

常
に
考
え
な
が
ら
、
可
能
な
限
り
学
び
の
機
会
を
広
く
提
供
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
今
後
は
、
保
全
上
の
課
題
を

十
分
に
踏
ま
え
た
上
で
、
環
境
変
化
に
強
く
、
修
理
可
能
と
考
え

ら
れ
る
楽
器
を
選
び
、
学
外
で
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
に
も
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。
こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
、
当
館
で
の
教
育

的
取
り
組
み
が
、
本
学
の
魅
力
の
一
端
と
し
て
広
く
伝
わ
り
、
大

学
全
体
の
発
信
力
向
上
に
も
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

楽
器
に
込
め
ら
れ
た
知
と
響
き
を
未
来
へ
手
渡
す
た
め
に
、
活
用

と
保
全
、
そ
の
両
輪
を
た
ゆ
ま
ず
回
し
続
け
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

［写真6］音響分析調査の様子
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の
制
作
を
行
っ
て
い
る
。
映
像
デ
ー
タ
は
授
業
利
用
を
目
的
と
し

た
教
員
に
貸
し
出
す
ほ
か
、
学
内
向
け
にG

oogle C
lassroom

や
、
一
部
の
動
画
は
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
も
公
開
し
て
い
る
。

ま
た
２
０
２
３
年
か
ら
は
、
館
長
で
あ
る
三
浦
雅
展
に
よ
っ
て
、

19
世
紀
の
フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ
の
音
響
分
析
を
行
い
、
各
メ
ー
カ
ー

の
音
色
的
特
徴
を
捉
え
、
相
違
や
類
似
性
を
可
視
化
し
た
［
写
真

６
］。
こ
う
し
た
調
査
結
果
は
、
毎
年
発
行
し
て
い
る
当
館
の
「
活

動
報
告
」
に
ま
と
め
、
冊
子
お
よ
び
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
公
開
し
て
い
る
。

楽
器
は
木
材
や
皮
革
、
金
属
な
ど
多
様
な
素
材
か
ら
成
る
た
め
、

温
湿
度
変
化
や
虫
や
菌
（
カ
ビ
）
に
よ
る
劣
化
リ
ス
ク
な
ど
、
多

角
的
な
視
点
で
環
境
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
保
全
の
面

か
ら
考
え
れ
ば
、
本
来
の
使
用
目
的
で
あ
る
演
奏
も
制
限
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
音
色
の
提
供
は
、
楽
器
・
音
楽
を
学

ぶ
上
で
必
要
な
ひ
と
つ
の
要
素
と
な
る
。

当
館
は
、
大
学
博
物
館
と
し
て
、
活
用
と
保
全
の
バ
ラ
ン
ス
を

常
に
考
え
な
が
ら
、
可
能
な
限
り
学
び
の
機
会
を
広
く
提
供
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
今
後
は
、
保
全
上
の
課
題
を

十
分
に
踏
ま
え
た
上
で
、
環
境
変
化
に
強
く
、
修
理
可
能
と
考
え

ら
れ
る
楽
器
を
選
び
、
学
外
で
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
に
も
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。
こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
、
当
館
で
の
教
育

的
取
り
組
み
が
、
本
学
の
魅
力
の
一
端
と
し
て
広
く
伝
わ
り
、
大

学
全
体
の
発
信
力
向
上
に
も
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

楽
器
に
込
め
ら
れ
た
知
と
響
き
を
未
来
へ
手
渡
す
た
め
に
、
活
用

と
保
全
、
そ
の
両
輪
を
た
ゆ
ま
ず
回
し
続
け
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

［写真6］音響分析調査の様子
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大
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
設
立
背
景
と
運
営
理
念

1水
田
記
念
博
物
館
大
石
化
石
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
以
下
、
当
ギ
ャ
ラ

リ
ー
）は
、
地
球
生
命
や
自
然
科
学
へ
の
知
的
探
求
心
を
育
て
る
さ

ま
ざ
ま
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
運
営
す
る
た
め
に
、
学
校
法
人
城

西
大
学
が
設
立
し
た
一
般
公
開
を
伴
う
博
物
館
施
設
で
あ
る
。
大

石
道
夫
東
京
大
学
名
誉
教
授
、
お
よ
び
中
国
遼
寧
省
古
生
物
博
物

館
よ
り
寄
託·

寄
贈
を
受
け
た
、
約
２
０
０
点
の
実
物
化
石
標
本

と
学
術
標
本
の
保
管·

展
示
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
実
物

標
本
を
用
い
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
展
示
解
説
、
近
隣
の
学
校
へ

の
出
前
講
座
な
ど
の
教
育
普
及
活
動
、
お
よ
び
自
然
史
や
博
物
館

学
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
［
写
真
１
］。

展
示
標
本
の
特
色
･
活
用

2当
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
大
石
道
夫
東
京
大
学
名
誉
教
授
が
約
40

年
か
け
て
収
集
し
た
大
石
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
展
示
の
主
体
と
な
る
。

本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
お
お
む
ね
２
０
０
点
ほ
ど
の
実
物
化
石
か
ら

な
り
、
小
さ
な
ス
ペ
ー
ス
で
は
あ
る
が
所
狭
し
と
展
示
さ
れ
て
い

る
。
化
石
は
主
に
魚
類
が
多
く
、
そ
の
ほ
か
植
物
や
昆
虫
な
ど
が

あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
魚
類
化
石
が
展
示
さ
れ
て
い
る
点
は
他

館
で
は
類
を
見
な
い
当
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
大
き
な
特
色
で
あ
り
、
い

わ
ば
「
化
石
の
水
族
館
」
で
あ
る
。
魚
類
化
石
は
標
本
自
体
も
繊

細
で
あ
る
た
め
、
見
学
者
が
魚
類
化
石
の
細
か
い
部
分
も
観
察
し

や
す
い
よ
う
に
、
ケ
ー
ス
と
標
本
と
の
間
を
狭
く
し
て
い
る
。
ま

た
、
一
部
で
は
あ
る
が
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
展
示
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
標
本
の
中
に
は
、
国
内
で
は
当
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
み
で
保

管
や
展
示
さ
れ
て
い
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
一

部
の
標
本
は
、
他
館
の
特
別
展
な
ど
へ
の
貸
し
出
し
を
通
じ
た
学

術
交
流
に
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

都
心
で
見
学
で
き
る

化
石
の
水
族
館

宮
田 

真
也

学
校
法
人
城
西
大
学

水
田
記
念
博
物
館
大
石
化
石
ギ
ャ
ラ
リ
ー

学
芸
員
·
理
学
部
助
教

52

専門ミュージアム－大学の知と文化の発信拠点－ 特 集

教
育
と
の
連
動

3当
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀

尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
本
法
人
が
運
営
す
る
城
西
大
学
お
よ
び

城
西
国
際
大
学
が
、
共
に
研
究·

教
育
活
動
を
展
開
し
て
お
り
、
大

変
賑
わ
っ
て
い
る
。
城
西
大
学
は
地
学
系
の
学
科
は
な
い
も
の
の
、

理
学
部
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
中
学
校
、
高
等
学
校
教
諭
一
種
免
許

（
理
科
）
も
取
得
可
能
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
当
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
学

芸
員
が
、
教
職
お
よ
び
選
択
科
目
の
地
学
系
の
科
目
を
受
け
持
っ
て

い
る
。
授
業
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
化
石
割
り
体
験
な
ど
を
取
り
入

れ
、
実
物
標
本
に
触
れ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
生
た
ち
に
経
験
し
て

も
ら
う
。
ま
た
、
城
西
国
際
大
学
で
は
メ
デ
ィ
ア
学
部
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。
古
生
物
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
モ
チ
ー
フ
に
な
り

や
す
い
た
め
、
年
に
一
度
の
古
生
物
の
特
別
講
義
を
行
う
ほ
か
、
当

ギ
ャ
ラ
リ
ー
内
で
の
取
材
実
習
な
ど
に
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

研
究

4当
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
国
内
で
は
他
に
類
例
の
少
な
い
海
外
産
魚

類
化
石
を
、
体
系
的
に
収
蔵·

展
示
し
て
い
る
点
で
特
筆
さ
れ
る
。

［写真1］館内展示室
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教
育
と
の
連
動
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ャ
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。
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西
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は
地
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の
学
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は
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い
も
の
の
、

理
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が
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お
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、
中
学
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、
高
等
学
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教
諭
一
種
免
許

（
理
科
）
も
取
得
可
能
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
当
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
学

芸
員
が
、
教
職
お
よ
び
選
択
科
目
の
地
学
系
の
科
目
を
受
け
持
っ
て

い
る
。
授
業
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
化
石
割
り
体
験
な
ど
を
取
り
入

れ
、
実
物
標
本
に
触
れ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
生
た
ち
に
経
験
し
て

も
ら
う
。
ま
た
、
城
西
国
際
大
学
で
は
メ
デ
ィ
ア
学
部
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。
古
生
物
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
モ
チ
ー
フ
に
な
り

や
す
い
た
め
、
年
に
一
度
の
古
生
物
の
特
別
講
義
を
行
う
ほ
か
、
当

ギ
ャ
ラ
リ
ー
内
で
の
取
材
実
習
な
ど
に
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

研
究

4当
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
国
内
で
は
他
に
類
例
の
少
な
い
海
外
産
魚

類
化
石
を
、
体
系
的
に
収
蔵·

展
示
し
て
い
る
点
で
特
筆
さ
れ
る
。

［写真1］館内展示室
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そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
用
い
た
分
類·

記
載
研

究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
［
写
真
２
］。
ま
た
、
国
内
産
魚
類
化
石

に
関
し
て
も
、
他
館
や
大
学
の
研
究
者
だ
け
で
な
く
、
市
民
研
究

者
と
も
協
力
し
な
が
ら
、
調
査·

研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の

ほ
か
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
た
自
然
史
教
育
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

開
発
や
、
博
物
館
学
の
研
究
も
、
他
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
る
。

社
会
貢
献

5当
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
随
時
、
事
前
予
約
制
で
化
石
割
り
体
験

を
行
っ
て
い
る
（
教
材
費
１
０
０
０
円
・
現
金
の
み
。
学
芸
員
が

対
応
可
能
日
限
定
）［
写
真
３
］。
ま
た
、
学
芸
員
が
在
席
時
に
限

る
が
、
化
石
に
関
す
る
質
問
や
相
談
、
展
示
に
つ
い
て
の
解
説
も

行
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
恒
例
行
事
と
し
て
夏
休
み
、
冬
休
み
、
春

休
み
に
親
子
向
け
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て
い
る
。
特
に
夏

休
み
は
低
学
年
と
高
学
年
以
上
に
分
け
、
学
習
内
容
の
異
な
っ
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
る
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
「
見
て
、

触
っ
て
、
考
え
る
」
を
重
要
視
し
、
必
ず
実
物
標
本
を
参
加
者
に

触
っ
て
も
ら
い
、
図
鑑
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
だ
け
で
は
知
る
こ
と
の

［写真2］インドネシア産三畳紀シーラカンスの仲間、ワイティアオオイシイ（Whiteia oishii）のタイプ標本
（新種を定義するときの基準となる標本）
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で
き
な
い
自
然
史
標
本
の
面
白
さ
を
実
感
し
て
も
ら
う
。
こ
れ
ま

で
、
オ
ル
ド
ビ
ス
紀
の
三
葉
虫
や
、
30
万
年
前
の
木
の
葉
の
化
石

を
取
り
出
す
体
験
の
ほ
か
に
、
現
生
や
化
石
の
サ
メ
の
歯
に
触
れ

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
琥
珀
の
選
別
作
業
の
体
験
な
ど
を
行
っ
て
き

た
。
ま
た
、
地
域
の
小
学
校
へ
出
前
講
座
を
行
っ
た
り
、
授
業
な

ど
で
の
見
学
の
受
け
入
れ
も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
要
望
が
あ
れ
ば
、

校
外
学
習
の
見
学
場
所
と
し
て
も
活
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

今
後
の
展
望

6当
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
示
さ
れ
て
い
る
魚
類
化
石
の
中
に
は
、
十
分

に
研
究
さ
れ
て
い
な
い
種
類
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
海
外
の
研
究
者
と
も
協
力
し
て
共
同
研
究
を
進
め
、
大
石
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
学
術
的
価
値
を
よ
り
高
め
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ

る
。
さ
ら
に
、
化
石
の
研
究
、
展
示
、
普
及
活
動
を
通
じ
て
、
来

館
者
の
皆
様
に
自
然
史
の
楽
し
さ
や
面
白
さ
、
自
然
の
身
近
さ
を

感
じ
て
い
た
だ
き
、
古
生
物
学
や
地
質
学
を
中
心
に
、
そ
の
面
白

さ
や
大
切
さ
を
次
世
代
に
伝
承
し
て
い
き
た
い
。

［写真３］体験用に用いるオルドビス紀の三葉虫。綺麗に出すのはなかなか難しい
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で
き
な
い
自
然
史
標
本
の
面
白
さ
を
実
感
し
て
も
ら
う
。
こ
れ
ま

で
、
オ
ル
ド
ビ
ス
紀
の
三
葉
虫
や
、
30
万
年
前
の
木
の
葉
の
化
石

を
取
り
出
す
体
験
の
ほ
か
に
、
現
生
や
化
石
の
サ
メ
の
歯
に
触
れ

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
琥
珀
の
選
別
作
業
の
体
験
な
ど
を
行
っ
て
き

た
。
ま
た
、
地
域
の
小
学
校
へ
出
前
講
座
を
行
っ
た
り
、
授
業
な

ど
で
の
見
学
の
受
け
入
れ
も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
要
望
が
あ
れ
ば
、

校
外
学
習
の
見
学
場
所
と
し
て
も
活
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

今
後
の
展
望

6当
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
示
さ
れ
て
い
る
魚
類
化
石
の
中
に
は
、
十
分

に
研
究
さ
れ
て
い
な
い
種
類
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
海
外
の
研
究
者
と
も
協
力
し
て
共
同
研
究
を
進
め
、
大
石
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
学
術
的
価
値
を
よ
り
高
め
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ

る
。
さ
ら
に
、
化
石
の
研
究
、
展
示
、
普
及
活
動
を
通
じ
て
、
来

館
者
の
皆
様
に
自
然
史
の
楽
し
さ
や
面
白
さ
、
自
然
の
身
近
さ
を

感
じ
て
い
た
だ
き
、
古
生
物
学
や
地
質
学
を
中
心
に
、
そ
の
面
白

さ
や
大
切
さ
を
次
世
代
に
伝
承
し
て
い
き
た
い
。
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早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
は
、
１
９
２
８
年
に
創
立
さ
れ
た
。

坪
内
逍
遙
の
古
稀
と
、
翻
訳
『
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
全
集
』
全
40

巻
の
完
成
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
逍
遙
が
博
物

館
構
想
を
持
っ
た
の
は
、
大
正
５
（
１
９
１
６
）
年
ご
ろ
の
こ
と

と
さ
れ
、
併
せ
て
演
劇
資
料
を
総
合
し
た
大
展
覧
会
を
計
画
し
て

い
る
中
で
遭
遇
し
た
の
が
、
大
正
12
（
１
９
２
３
）
年
９
月
１
日

の
関
東
大
震
災
だ
っ
た
。
逍
遙
の
自
邸
は
無
事
で
あ
っ
た
が
、
俳

優
や
作
者
の
家
に
伝
来
し
て
い
た
都
内
の
演
劇
資
料
は
甚
大
な
被

害
を
こ
う
む
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
個
々
人
が
重
要
な
資
料
を

私
蔵
し
て
い
る
の
に
は
限
界
が
あ
る
と
の
持
論
を
ま
す
ま
す
強
め
、

資
料
を
集
約
し
て
管
理
す
る
施
設
と
し
て
の
博
物
館
の
必
要
性
を

痛
感
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

当
時
、
早
稲
田
大
学
は
大
隈
講
堂
建
設
の
た
め
の
募
金
活
動
を

展
開
中
で
、そ
れ
と
重
な
る
形
で
の
募
金
活
動
は
憚
ら
れ
る
と
こ
ろ

も
あ
っ
た
た
め
、
別
に
演
劇
博
物
館
設
立
委
員
会
を
立
て
て
、
発

起
人
と
し
て
渋
沢
栄
一
を
迎
え
て
政
財
界
に
働
き
か
け
る
と
と
も

に
、
逍
遙
自
身
は
、『
逍
遙
選
集
』
の
印
税
を
す
べ
て
大
学
に
積
み

立
て
る
形
で
博
物
館
建
設
に
充
て
た
。
建
設
予
定
地
も
、
逍
遙
自

邸
の
余
丁
町
（
現
在
の
新
宿
区
余
丁
町
）
か
、
あ
る
い
は
上
野
か

日
比
谷
か
と
、
い
く
つ
か
の
候
補
が
あ
っ
た
が
、
大
学
構
内
の
西

北
隅
と
決
定
し
た
。
都
の
西
北
の
西
北
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

建
築
様
式
に
つ
い
て
は
、
逍
遙
の
腹
案
に
従
っ
て
、
シ
ェ
イ
ク

ス
ピ
ア
時
代
の
ロ
ン
ド
ン
の
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
座
を
模
し
た
建
物
と

し
て
、
今
井
兼
次
ほ
か
が
設
計
に
あ
た
っ
た
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

の
本
拠
地
と
し
て
は
グ
ロ
ー
ブ
座
が
有
名
で
あ
る
が
、
１
９
２
０

年
代
当
時
、
グ
ロ
ー
ブ
座
の
形
状
に
関
す
る
正
確
な
知
見
は
乏
し

か
っ
た
。
そ
の
点
、
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
座
は
土
地
の
売
買
契
約
書
類

が
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
基
づ
く
復
元
図
面
の
研
究
が
海
外
で
は

す
で
に
提
出
さ
れ
て
い
た
。
想
像
に
頼
る
グ
ロ
ー
ブ
座
よ
り
、
資

料
で
正
確
に
押
さ
え
ら
れ
る
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
座
を
選
ん
だ
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
そ
の
代
わ
り
、
グ
ロ
ー
ブ
座
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た

ラ
テ
ン
語
の
「Totus m

undus agit histrionem

」（
世
界
は

創
立
1
0
0
周
年
を
迎
え
る

演
劇
博
物
館
の
活
動

児
玉 

竜
一

早
稲
田
大
学
文
学
部
教
授
・

演
劇
博
物
館
長
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す
べ
て
劇
場
な
り
）
を
模
様
と
し
て
付
け
た
。
建
物
の
骨
格
を
半

ば
外
壁
に
出
す
形
の
ハ
ー
フ
テ
ィ
ン
バ
ー
の
様
式
で
、
そ
の
線
も

や
や
斜
め
と
な
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
は
、
却
っ
て
当
時
の
英
国
風

に
近
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
時
代
の
劇
場
を
模
し
た
建
物
は
、
世
界
に
い

く
つ
か
現
存
し
て
い
る
。
最
も
有
名
と
な
っ
た
の
は
、
ロ
ン
ド
ン

の
グ
ロ
ー
ブ
座
跡
地
の
近
く
に
復
元
さ
れ
た
「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
・
グ
ロ
ー
ブ
座
」
で
あ
る
が
、
同
座
の
復
元
が
１
９
９
７
年
で

あ
る
こ
と
を
思
う
と
、
そ
れ
よ
り
も
70
年
近
く
前
に
極
東
日
本
の

地
に
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
座
の
原
寸
大
復
元
を
建
て
た
逍
遙
の
構
想
が
、

い
か
に
先
見
の
明
が
あ
っ
た
か
を
示
し
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
の

建
物
は
、
そ
れ
自
体
が
ひ
と
つ
の
博
物
資
料
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、

劇
場
と
し
て
も
利
用
可
能
で
、
１
９
４
７
年
に
前
進
座
が
「
ヴ
ェ

ニ
ス
の
商
人
」
を
演
じ
て
以
来
、
た
び
た
び
舞
台
上
演
に
用
い
ら

れ
て
い
る
。
つ
い
先
頃
も
、
９
月
26
日
に
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
シ
ア

タ
ー
に
よ
っ
て
「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
が
上
演
さ
れ
た
が
、

名
高
い
バ
ル
コ
ニ
ー
の
シ
ー
ン
で
は
、
２
階
の
窓
を
開
放
し
て
ジ
ュ

リ
エ
ッ
ト
の
居
室
と
し
て
用
い
る
こ
と
で
、
初
演
当
時
の
空
間
利

用
の
面
影
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

演
劇
博
物
館
の
収
集
方
針
も
ま
た
、
開
会
式
に
お
い
て
坪
内
逍

遙
が
宣
言
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ひ
と
つ
の
国
、
ひ
と
つ
の
時

代
に
偏
る
こ
と
な
く
、「
古
今
に
東
西
南
北
に
わ
た
っ
た
も
の
で
あ

り
た
い
」
と
い
う
念
願
で
あ
る
。
従
っ
て
、
日
本
だ
け
で
は
な
く
、

江
戸
時
代
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
演
劇
も
西
洋
演
劇
も
ア
ジ
ア
演

劇
も
、「
演
劇
」
と
名
が
つ
い
て
関
連
す
る
も
の
な
ら
ば
、
す
べ
て

が
収
集
対
象
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
関
連
す
る
、
と
い
う
こ
と
を

ど
う
見
る
か
に
も
よ
る
が
、
１
０
０
年
近
い
歩
み
の
中
で
は
、
必

然
的
に
映
画
や
テ
レ
ビ
な
ど
も
「
関
連
」
し
て
く
る
の
で
、
現
在

で
は
、
映
画
関
係
資
料
、
テ
レ
ビ
関
係
資
料
も
、
そ
の
収
集
対
象

に
含
め
て
い
る
。

自
国
の
演
劇
に
関
す
る
博
物
館
、
と
い
う
こ
と
な
ら
、
世
界
に

い
く
つ
も
の
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
あ
る
時
代
、

あ
る
ジ
ャ
ン
ル
に
特
化
し
た
収
集
と
い
う
こ
と
な
ら
ば
、
こ
れ
も

い
く
つ
も
の
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、
古
今
に
わ
た

り
、
東
西
南
北
に
わ
た
る
と
い
う
、
総
合
的
な
博
物
館
を
め
ざ
す

演
劇
の
資
料
館
は
、
国
際
的
に
も
数
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。
か
つ

て
、
ロ
ン
ド
ン
の
コ
ヴ
ェ
ン
ト
ガ
ー
デ
ン
に
演
劇
博
物
館
が
あ
っ

た
が
、
現
在
で
は
撤
退
し
て
し
ま
っ
て
お
り
、
収
蔵
品
は
ヴ
ィ
ク

ト
リ
ア
・
ア
ン
ド
・
ア
ル
バ
ー
ト
博
物
館
に
移
管
さ
れ
て
、
演
劇

コ
ー
ナ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
は
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ

57

Special feature



す
べ
て
劇
場
な
り
）
を
模
様
と
し
て
付
け
た
。
建
物
の
骨
格
を
半

ば
外
壁
に
出
す
形
の
ハ
ー
フ
テ
ィ
ン
バ
ー
の
様
式
で
、
そ
の
線
も

や
や
斜
め
と
な
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
は
、
却
っ
て
当
時
の
英
国
風

に
近
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
時
代
の
劇
場
を
模
し
た
建
物
は
、
世
界
に
い

く
つ
か
現
存
し
て
い
る
。
最
も
有
名
と
な
っ
た
の
は
、
ロ
ン
ド
ン

の
グ
ロ
ー
ブ
座
跡
地
の
近
く
に
復
元
さ
れ
た
「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
・
グ
ロ
ー
ブ
座
」
で
あ
る
が
、
同
座
の
復
元
が
１
９
９
７
年
で

あ
る
こ
と
を
思
う
と
、
そ
れ
よ
り
も
70
年
近
く
前
に
極
東
日
本
の

地
に
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
座
の
原
寸
大
復
元
を
建
て
た
逍
遙
の
構
想
が
、

い
か
に
先
見
の
明
が
あ
っ
た
か
を
示
し
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
の

建
物
は
、
そ
れ
自
体
が
ひ
と
つ
の
博
物
資
料
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、

劇
場
と
し
て
も
利
用
可
能
で
、
１
９
４
７
年
に
前
進
座
が
「
ヴ
ェ

ニ
ス
の
商
人
」
を
演
じ
て
以
来
、
た
び
た
び
舞
台
上
演
に
用
い
ら

れ
て
い
る
。
つ
い
先
頃
も
、
９
月
26
日
に
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
シ
ア

タ
ー
に
よ
っ
て
「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
が
上
演
さ
れ
た
が
、

名
高
い
バ
ル
コ
ニ
ー
の
シ
ー
ン
で
は
、
２
階
の
窓
を
開
放
し
て
ジ
ュ

リ
エ
ッ
ト
の
居
室
と
し
て
用
い
る
こ
と
で
、
初
演
当
時
の
空
間
利

用
の
面
影
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

演
劇
博
物
館
の
収
集
方
針
も
ま
た
、
開
会
式
に
お
い
て
坪
内
逍

遙
が
宣
言
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ひ
と
つ
の
国
、
ひ
と
つ
の
時

代
に
偏
る
こ
と
な
く
、「
古
今
に
東
西
南
北
に
わ
た
っ
た
も
の
で
あ

り
た
い
」
と
い
う
念
願
で
あ
る
。
従
っ
て
、
日
本
だ
け
で
は
な
く
、

江
戸
時
代
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
演
劇
も
西
洋
演
劇
も
ア
ジ
ア
演

劇
も
、「
演
劇
」
と
名
が
つ
い
て
関
連
す
る
も
の
な
ら
ば
、
す
べ
て

が
収
集
対
象
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
関
連
す
る
、
と
い
う
こ
と
を

ど
う
見
る
か
に
も
よ
る
が
、
１
０
０
年
近
い
歩
み
の
中
で
は
、
必

然
的
に
映
画
や
テ
レ
ビ
な
ど
も
「
関
連
」
し
て
く
る
の
で
、
現
在

で
は
、
映
画
関
係
資
料
、
テ
レ
ビ
関
係
資
料
も
、
そ
の
収
集
対
象

に
含
め
て
い
る
。

自
国
の
演
劇
に
関
す
る
博
物
館
、
と
い
う
こ
と
な
ら
、
世
界
に

い
く
つ
も
の
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
あ
る
時
代
、

あ
る
ジ
ャ
ン
ル
に
特
化
し
た
収
集
と
い
う
こ
と
な
ら
ば
、
こ
れ
も

い
く
つ
も
の
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、
古
今
に
わ
た

り
、
東
西
南
北
に
わ
た
る
と
い
う
、
総
合
的
な
博
物
館
を
め
ざ
す

演
劇
の
資
料
館
は
、
国
際
的
に
も
数
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。
か
つ

て
、
ロ
ン
ド
ン
の
コ
ヴ
ェ
ン
ト
ガ
ー
デ
ン
に
演
劇
博
物
館
が
あ
っ

た
が
、
現
在
で
は
撤
退
し
て
し
ま
っ
て
お
り
、
収
蔵
品
は
ヴ
ィ
ク

ト
リ
ア
・
ア
ン
ド
・
ア
ル
バ
ー
ト
博
物
館
に
移
管
さ
れ
て
、
演
劇

コ
ー
ナ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
は
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
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え
て
い
る
。

物
理
的
に
最
大
の
も
の
は
、
先
述
し
た
博
物
館
の
建
物
そ
の
も

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
次
ぐ
の
が
１
８
８
０
年
に
東
京
・
新
富
座
で

引
幕
と
し
て
使
用
さ
れ
た
、
河
鍋
暁
斎
肉
筆
に
よ
る
「
新
富
座
妖

怪
引
幕
」
で
、
横
17
メ
ー
ト
ル
、
縦
４
メ
ー
ト
ル
と
い
う
巨
大
な

も
の
で
あ
る
。
２
０
１
９
年
に
ロ
ン
ド
ン
の
大
英
博
物
館
で
開
催

さ
れ
て
話
題
を
よ
ん
だ
「The C

iti exhibition M
anga 

マ
ン

ガ
」
に
お
い
て
、
最
重
要
出
品
の
ひ
と
つ
と
し
て
扱
わ
れ
、
多
く

の
注
目
を
浴
び
た
。

図
書
の
収
蔵
に
つ
い
て
は
、
貴
重
書
と
し
て
閲
覧
申
請
を
受
け

付
け
て
い
る
も
の
の
ほ
か
に
、
博
物
館
本
館
に
お
い
て
閲
覧
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
一
般
図
書
・
雑
誌
が
あ
る
。
こ
れ
も
、
日
本
語

で
書
か
れ
た
演
劇
書
の
収
蔵
、
お
よ
び
日
本
の
演
劇
雑
誌
の
収
蔵

に
つ
い
て
も
日
本
一
で
あ
る
。
利
用
資
格
は
、
ま
っ
た
く
不
問
で
、

身
分
証
明
書
に
類
す
る
も
の
さ
え
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
ご
利
用

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
点
で
は
、
早
稲
田
大
学
内
に
お

い
て
、
中
央
図
書
館
や
学
部
図
書
館
以
上
に
、
最
も
広
く
一
般
に

開
か
れ
た
場
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

社
会
一
般
へ
の
働
き
か
け
と
し
て
は
、
春
秋
２
回
の
特
別
展
・

企
画
展
を
開
催
し
、
図
録
や
関
連
書
籍
を
編
集
・
刊
行
し
て
い

イ
を
始
め
と
す
る
ア
メ
リ
カ
演
劇
資
料
の
総
合
的
な
宝
庫
で
あ

る
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
立
図
書
館
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
館

が
、
リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
。
両
館
と
て
、
古
今
東
西
と

い
え
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
が
、
総
合
性
を
め
ざ
し
て
い
る
点

は
紛
れ
も
な
い
。
そ
こ
で
、
演
劇
博
物
館
は
「
ア
ジ
ア
で
唯
一
の

演
劇
の
総
合
博
物
館
」
と
唱
え
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

演
劇
博
物
館
の
収
蔵
品
に
つ
い
て
は
、創
立
当
初
か
ら
、演
劇
界

各
方
面
か
ら
の
ご
寄
贈
に
よ
る
も
の
と
、
予
算
内
で
年
度
ご
と
に

購
求
し
続
け
て
い
る
も
の
と
か
ら
成
っ
て
い
る
。
古
今
に
わ
た
り
、

東
西
南
北
に
わ
た
る
と
は
い
え
、
地
理
的
な
条
件
か
ら
も
、
ま
た

坪
内
逍
遙
の
専
門
分
野
か
ら
も
、
歌
舞
伎
や
文
楽
、
近
代
劇
に
関

す
る
資
料
が
最
も
多
く
、
と
り
わ
け
役
者
絵
、
歌
舞
伎
台
本
、
歌

舞
伎
番
付
、
役
者
評
判
記
、
人
形
浄
瑠
璃
の
丸
本
な
ど
で
は
、
世

界
一
の
収
蔵
数
を
誇
っ
て
い
る
。

演
劇
に
関
連
す
る
収
蔵
品
の
特
色
は
、
そ
の
形
状
、
形
態
が
き

わ
め
て
多
岐
に
わ
た
る
と
い
う
点
に
あ
り
、
衣
裳
、
小
道
具
、
鬘

な
ど
、
保
存
と
管
理
の
方
法
が
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
専
門
性
を
有
し

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
に
加
え
て
、
図
書
資
料
、
美
術
品
に

相
当
す
る
資
料
、
写
真
資
料
、
映
像
、
音
声
資
料
な
ど
が
、
数
多

く
あ
る
。
資
料
総
数
は
、
数
え
方
に
も
よ
る
が
１
０
０
万
件
を
超

か
わ
な
べ 

き
ょ
う
さ
い

か
つ
ら
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る
。
ま
た
、
展
示
に
と
も
な
う
演
劇
講
座
に
各
界
の
ゲ
ス
ト
を
お

招
き
し
て
、
一
般
観
客
を
無
料
で
入
れ
た
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い

る
。
２
０
２
４
年
度
開
催
の
展
覧
会
「
築
地
小
劇
場
１
０
０
年
」で

は
、
新
劇
の
主
要
３
劇
団
、
文
学
座
、
俳
優
座
、
劇
団
民
藝
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
ト
ッ
プ
俳
優
に
お
越
し
を
い
た
だ
き
、
演
劇
評
論
家
大

笹
吉
雄
氏
と
館
長
と
で
劇
団
ご
と
に
座
談
会
を
開
催
、
そ
れ
ぞ
れ

会
場
が
満
員
と
な
る
盛
況
を
得
た
。
ま
た
、
文
部
科
学
省
か
ら
共

同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
と
し
て
認
定
を
う
け
た
「
演
劇
映
像
学

連
携
研
究
拠
点
」
を
研
究
活
動
の
場
と
し
て
、
広
く
学
界
全
体
に

研
究
チ
ー
ム
を
つ
の
り
、
公
募
研
究
に
よ
っ
て
館
蔵
資
料
を
活
用

し
た
調
査
研
究
と
目
録
化
・
公
開
を
推
進
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、

ま
た
、
連
携
研
究
拠
点
の
主
催
事
業
と
し
て
、
無
声
映
画
上
映
や
、

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
利
用
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
研
究
者
と
の
研
究
的
対
談
の

実
施
・
公
開
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

資
料
の
デ
ジ
タ
ル
公
開
に
つ
い
て
は
、
極
め
て
早
く
か
ら
取
り

組
ん
で
お
り
、
２
０
０
０
年
前
後
か
ら
資
料
公
開
を
始
め
て
い
る
。

館
蔵
の
役
者
絵
、
約
４
８
０
０
０
点
を
全
点
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し

た
の
が
２
０
０
１
年
で
、
後
発
の
大
英
博
物
館
、
ボ
ス
ト
ン
美
術

館
等
の
ア
ー
カ
イ
ブ
と
と
も
に
、
国
際
的
な
浮
世
絵
研
究
の
環
境

を
変
え
た
も
の
と
自
負
し
て
い
る
。
演
劇
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://enpaku.w
.w

aseda.jp/
）上
で
公
開
し
て
い
る
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
は
49
件
に
及
ん
で
お
り
、
早
稲
田
大
学
の
文
化
資

源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
ア
ク
セ
ス
の
96
パ
ー
セ
ン
ト
が
、
演
劇
博
物

館
の
も
の
で
あ
る
。
中
で
も
と
り
わ
け
世
界
中
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

が
集
中
し
て
い
る
の
は
、「
浮
世
絵
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
と
な
っ
て
い

る
。
２
０
２
３
年
か
ら
は
Ｊ
Ｄ
Ｔ
Ａ（Japan D

igital Theatre 
A

rchives

）
を
公
開
し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
緊
急
舞
台
芸
術

ア
ー
カ
イ
ブ+

デ
ジ
タ
ル
シ
ア
タ
ー
化
支
援
事
業
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
Ｄ
）

の
一
環
と
し
て
収
集
さ
れ
た
、
舞
台
公
演
映
像
や
戯
曲
の
情
報
を

検
索
・
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
年
２
０
２
５
年
度
か
ら
は
、

国
文
学
研
究
資
料
館
と
の
提
携
に
よ
っ
て
、
貴
重
書
約
７
３
０
点

を
画
像
公
開
し
て
お
り
、
今
後
も
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
資
料
公
開

は
、
一
層
の
進
展
を
は
か
っ
て
ゆ
く
予
定
で
あ
る
。

〈
参
考
〉

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
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る
。
ま
た
、
展
示
に
と
も
な
う
演
劇
講
座
に
各
界
の
ゲ
ス
ト
を
お

招
き
し
て
、
一
般
観
客
を
無
料
で
入
れ
た
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い

る
。
２
０
２
４
年
度
開
催
の
展
覧
会
「
築
地
小
劇
場
１
０
０
年
」で

は
、
新
劇
の
主
要
３
劇
団
、
文
学
座
、
俳
優
座
、
劇
団
民
藝
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
ト
ッ
プ
俳
優
に
お
越
し
を
い
た
だ
き
、
演
劇
評
論
家
大

笹
吉
雄
氏
と
館
長
と
で
劇
団
ご
と
に
座
談
会
を
開
催
、
そ
れ
ぞ
れ

会
場
が
満
員
と
な
る
盛
況
を
得
た
。
ま
た
、
文
部
科
学
省
か
ら
共

同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
と
し
て
認
定
を
う
け
た
「
演
劇
映
像
学

連
携
研
究
拠
点
」
を
研
究
活
動
の
場
と
し
て
、
広
く
学
界
全
体
に

研
究
チ
ー
ム
を
つ
の
り
、
公
募
研
究
に
よ
っ
て
館
蔵
資
料
を
活
用

し
た
調
査
研
究
と
目
録
化
・
公
開
を
推
進
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、

ま
た
、
連
携
研
究
拠
点
の
主
催
事
業
と
し
て
、
無
声
映
画
上
映
や
、

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
利
用
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
研
究
者
と
の
研
究
的
対
談
の

実
施
・
公
開
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

資
料
の
デ
ジ
タ
ル
公
開
に
つ
い
て
は
、
極
め
て
早
く
か
ら
取
り

組
ん
で
お
り
、
２
０
０
０
年
前
後
か
ら
資
料
公
開
を
始
め
て
い
る
。

館
蔵
の
役
者
絵
、
約
４
８
０
０
０
点
を
全
点
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し

た
の
が
２
０
０
１
年
で
、
後
発
の
大
英
博
物
館
、
ボ
ス
ト
ン
美
術

館
等
の
ア
ー
カ
イ
ブ
と
と
も
に
、
国
際
的
な
浮
世
絵
研
究
の
環
境

を
変
え
た
も
の
と
自
負
し
て
い
る
。
演
劇
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://enpaku.w
.w

aseda.jp/

）上
で
公
開
し
て
い
る
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
は
49
件
に
及
ん
で
お
り
、
早
稲
田
大
学
の
文
化
資

源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
ア
ク
セ
ス
の
96
パ
ー
セ
ン
ト
が
、
演
劇
博
物

館
の
も
の
で
あ
る
。
中
で
も
と
り
わ
け
世
界
中
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

が
集
中
し
て
い
る
の
は
、「
浮
世
絵
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
と
な
っ
て
い

る
。
２
０
２
３
年
か
ら
は
Ｊ
Ｄ
Ｔ
Ａ（Japan D

igital Theatre 
A

rchives

）
を
公
開
し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
緊
急
舞
台
芸
術

ア
ー
カ
イ
ブ+

デ
ジ
タ
ル
シ
ア
タ
ー
化
支
援
事
業
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
Ｄ
）

の
一
環
と
し
て
収
集
さ
れ
た
、
舞
台
公
演
映
像
や
戯
曲
の
情
報
を

検
索
・
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
年
２
０
２
５
年
度
か
ら
は
、

国
文
学
研
究
資
料
館
と
の
提
携
に
よ
っ
て
、
貴
重
書
約
７
３
０
点

を
画
像
公
開
し
て
お
り
、
今
後
も
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
資
料
公
開

は
、
一
層
の
進
展
を
は
か
っ
て
ゆ
く
予
定
で
あ
る
。

〈
参
考
〉

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
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は
じ
め
に

２
０
２
５
年
３
月
、「
学
習
院
の
歴
史
と
知
の
集
積
を
未
来
に
伝

え
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
霞
会
館
記
念
学
習
院

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
以
下
、
学
習
院
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。

学
習
院
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
学
習
院
大
学
史
料
館
（
以
下
、
史
料

館
）
が
そ
の
基
と
な
っ
て
い
る
（
現
在
も
大
学
組
織
名
称
と
し
て

は
史
料
館
で
あ
る
）。
史
料
館
は
１
９
７
５
年
に
大
学
附
置
研
究

施
設
と
し
て
開
設
さ
れ
、
学
習
院
の
来
歴
に
基
づ
き
、
学
習
院
関

係
と
皇
室
・
皇
族
・

華
族
に
関
す
る
史
資

料
・
美
術
作
品
な
ど

を
収
集
保
管
・
調
査

研
究
・
展
示
公
開
し

て
き
た
。
１
９
８
５

年
に
は
博
物
館
相
当

施
設
に
認
定
さ
れ
、

学
芸
員
資
格
取
得
事

務
も
兼
務
し
て
い
る
。

史
料
館
の
収
蔵
史

資
料
・
美
術
作
品
は

こ
の
５０
年
で
約
２５
万

点
に
の
ぼ
り
、
収
蔵
庫·

展
示
室
共
に
刷
新
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ

た
。
こ
の
度
、
大
学
図
書
館
の
移
転
に
伴
い
、
旧
大
学
図
書
館
の

建
物
―
１
９
６
３
年
に
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
巨
匠
、
前
川
國
男
に

よ
り
設
計
・
建
築
―
を
再
活
用
す
る
方
針
で
新
た
に
整
備
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

博
物
館
相
当
施
設
で
あ
る
当
館
の
改
修
に
あ
た
っ
て
は
、
史
資

料
・
美
術
作
品
が
適
切
な
環
境
で
収
蔵
さ
れ
、
長
く
保
全
で
き
る

小
さ
く
て
も

き
ら
り
と
光
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

―
学
習
院
の
歴
史
と
知
の
集
積
を

　未
来
に
伝
え
る
―

長
佐
古 

美
奈
子

霞
会
館
記
念
学
習
院
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、

学
習
院
大
学
史
料
館
学
芸
員

霞会館記念学習院ミュージアム　外観

60
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こ
と
が
必
要
に
な
る
。
幸
い
に
も
一
般
社
団
法
人
霞
会
館
か
ら
助

成
も
い
た
だ
き
、
重
要
文
化
財
も
展
示
で
き
る
ス
ペ
ッ
ク
の
施
設

に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
ま
た
学
芸
員
課
程
履
修
の
学
生
た
ち
が
使

用
す
る
畳
敷
き
の
実
習
室
や
模
擬
展
示
の
で
き
る
展
示
ケ
ー
ス
も

備
え
、
学
生
た
ち
の
学
習
環
境
が
充
実
し
た
施
設
と
な
っ
た
。

常
設
展
示
室

　「学
習
院
の
豊
か
な
学
び
」

1１
８
７
７
年
に
華
族
会
館（
一
般
社
団
法
人
霞
会
館
の
前
身
）に

よ
り
華
族
子
女
の
た
め
の

学
校
と
し
て
開
校
し
た
学

習
院
に
は
「
日
本
で
初
め

て
」
と
言
わ
れ
る
教
育
や

そ
れ
に
関
わ
る
も
の
が
数

多
く
あ
る
。
制
服
や
ラ
ン

ド
セ
ル
、
馬
術
教
育
、
東

洋
史
、
ま
た
直
観
教
授
※
、

海
外
修
学
旅
行
な
ど
も
恐

ら
く
日
本
で
初
め
て
で
あ

る
。
常
設
展
示
室
で
は
こ

の
よ
う
な
学
習
院
の
豊
か
な
教
育
の
歴
史
を
、
こ
れ
ま
で
史
料
館

が
収
集
し
た
実
際
の
史
料·

標
本
や
画
像
を
用
い
展
示
し
て
い
る
。

常
設
展
示
室
は
６６
㎡
と
手
狭
で
あ
る
た
め
、
詳
細
な
説
明
が
必
要

な
部
分
に
関
し
て
は
壁
を
取
り
巻
く
年
表
内
に
二
次
元
コ
ー
ド
を

表
示
し
、
そ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
よ
う
工
夫
し
た
。
こ
の
二
次
元

コ
ー
ド
方
式
で
あ
れ
ば
今
後
さ
ら
に
説
明
項
目
の
追
加
や
、
多
言

語
対
応
な
ど
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
も
、
簡
便
か
つ
安
価
で
迅

速
な
対
応
が
可
能
と
な
る
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
記
念
展

「
学
習
院
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　華
族
文
化

　美
の
玉
手
箱

―
芸
術
と
伝
統
文
化
の
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
ュ
」

2特
別
展
示
室
で
開
催
さ
れ
た
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
記
念
展

「
学
習
院
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
　
華
族
文
化
　
美
の
玉
手
箱
―
芸
術
と
伝

統
文
化
の
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
ュ
」
は
３
月
１４
日
よ
り
５
月
１７
日
ま
で

の
会
期
で
、
１
万
５
０
０
０
人
以
上
の
方
の
来
場
を
得
た
。

前
述
の
よ
う
に
当
館
に
は
天
皇
家
を
は
じ
め
、
皇
族
、
華
族
の

学
び
舎
で
あ
っ
た
学
習
院
ゆ
か
り
の
史
資
料
・
美
術
作
品
な
ど
約

２５
万
点
が
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
今
回
は
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中

常設展示室
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こ
と
が
必
要
に
な
る
。
幸
い
に
も
一
般
社
団
法
人
霞
会
館
か
ら
助

成
も
い
た
だ
き
、
重
要
文
化
財
も
展
示
で
き
る
ス
ペ
ッ
ク
の
施
設

に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
ま
た
学
芸
員
課
程
履
修
の
学
生
た
ち
が
使

用
す
る
畳
敷
き
の
実
習
室
や
模
擬
展
示
の
で
き
る
展
示
ケ
ー
ス
も

備
え
、
学
生
た
ち
の
学
習
環
境
が
充
実
し
た
施
設
と
な
っ
た
。

常
設
展
示
室

　「学
習
院
の
豊
か
な
学
び
」

1１
８
７
７
年
に
華
族
会
館（
一
般
社
団
法
人
霞
会
館
の
前
身
）に

よ
り
華
族
子
女
の
た
め
の

学
校
と
し
て
開
校
し
た
学

習
院
に
は
「
日
本
で
初
め

て
」
と
言
わ
れ
る
教
育
や

そ
れ
に
関
わ
る
も
の
が
数

多
く
あ
る
。
制
服
や
ラ
ン

ド
セ
ル
、
馬
術
教
育
、
東

洋
史
、
ま
た
直
観
教
授
※
、

海
外
修
学
旅
行
な
ど
も
恐

ら
く
日
本
で
初
め
て
で
あ

る
。
常
設
展
示
室
で
は
こ

の
よ
う
な
学
習
院
の
豊
か
な
教
育
の
歴
史
を
、
こ
れ
ま
で
史
料
館

が
収
集
し
た
実
際
の
史
料·

標
本
や
画
像
を
用
い
展
示
し
て
い
る
。

常
設
展
示
室
は
６６
㎡
と
手
狭
で
あ
る
た
め
、
詳
細
な
説
明
が
必
要

な
部
分
に
関
し
て
は
壁
を
取
り
巻
く
年
表
内
に
二
次
元
コ
ー
ド
を

表
示
し
、
そ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
よ
う
工
夫
し
た
。
こ
の
二
次
元

コ
ー
ド
方
式
で
あ
れ
ば
今
後
さ
ら
に
説
明
項
目
の
追
加
や
、
多
言

語
対
応
な
ど
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
も
、
簡
便
か
つ
安
価
で
迅

速
な
対
応
が
可
能
と
な
る
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
記
念
展

「
学
習
院
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　華
族
文
化

　美
の
玉
手
箱

―
芸
術
と
伝
統
文
化
の
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
ュ
」

2特
別
展
示
室
で
開
催
さ
れ
た
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
記
念
展

「
学
習
院
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
　
華
族
文
化
　
美
の
玉
手
箱
―
芸
術
と
伝

統
文
化
の
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
ュ
」
は
３
月
１４
日
よ
り
５
月
１７
日
ま
で

の
会
期
で
、
１
万
５
０
０
０
人
以
上
の
方
の
来
場
を
得
た
。

前
述
の
よ
う
に
当
館
に
は
天
皇
家
を
は
じ
め
、
皇
族
、
華
族
の

学
び
舎
で
あ
っ
た
学
習
院
ゆ
か
り
の
史
資
料
・
美
術
作
品
な
ど
約

２５
万
点
が
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
今
回
は
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中

常設展示室
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そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
活
躍
を
し
た
人
々
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

き
た
。
豊
富
な
知
識
と
高
い
美
意
識
を
持
っ
た
彼
ら
は
、
優
れ
た

芸
術
作
品
を
収
集
し
、
才
気
溢
れ
る
芸
術
家
を
見
出
し
て
、そ
の
能

力
が
発
揮
で
き
る
よ
う
惜
し
み
な
く
援
助
し
た
。
芸
術
の
発
展
は
、

彼
ら
に
よ
る
芸
術
作
品
の
保
護
と
、
芸
術
家
へ
の
支
援
―
パ
ト
ロ

ネ
ー
ジ
ュ
な
し
に
は
語
れ
な
い
。
わ
が
国
も
ま
た
、
天
皇
家
を
は

じ
め
と
す
る
多
く
の
パ
ト
ロ
ン
に
よ
り
、
独
自
の
文
化
や
芸
術
が

育
ま
れ
、
こ
れ
ま
で
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
。
彼
ら
は
伝
統

儀
礼
を
重
ん
じ
つ
つ
、
日
常
生
活
に
お
い
て
は
歌
や
文
学
、
書
画

と
い
っ
た
芸
術
を
好
み
、
優
れ
た
芸
術
作
品
の
誕
生
に
大
い
に
貢

献
し
た
。
わ
が
国
の
芸
術
、
伝
統
文
化
も
天
皇
家
を
は
じ
め
、
国

家
を
支
え
た
人
々
な
ど
の
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
ュ
に
よ
り
発
展
を
遂
げ

て
き
た
の
で
あ
る
。

パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
ュ
の
一
つ
と
し
て
工
芸
職
人
へ
の
庇
護
が
あ
る
。

明
治
維
新
の
の
ち
、
江
戸
時
代
の
工
芸
職
人
ら
の
才
能
と
技
術
を

守
り
そ
れ
を
後
世
へ
と
伝
え
る
た
め
、
天
皇
家
を
は
じ
め
宮
家
の

人
々
は
、
彼
ら
へ
製
品
制
作
を
積
極
的
に
依
頼
し
た
。
完
成
品
は

天
皇
家
か
ら
宮
家
へ
、
宮
家
か
ら
華
族
家
へ
と
下
賜
さ
れ
、
ま
た
華

族
家
で
も
そ
れ
に
倣
っ
た
品
が
数
多
く
作
ら
れ
た
。
そ
の
よ
う
な

展
示
品
の
中
で
も
当
館
の
メ
イ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
「
ボ
ン

か
ら
、
芸
術
と
伝
統
文
化
の
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
ュ
を
テ
ー
マ
に
絵
画
、

工
芸
品
、
古
文
書
、
文
学
資
料
な
ど
約
１
０
０
件
を
展
示
し
た
。

古
来
よ
り
、
芸
術
の
創
作
と
発
展
に
は
王
侯
貴
族
ら
を
は
じ
め
、
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ボ
ニ
エ
ー
ル
」
は
特

に
人
気
を
集
め
た
。

ボ
ン
ボ
ニ
エ
ー
ル
と

は
皇
室
・
華
族
家
な

ど
の
慶
事
の
際
に
配

ら
れ
る
掌
に
の
る
ほ

ど
の
小
さ
な
菓
子
器

で
あ
る
。
菓
子
器
な

の
で
中
に
は
菓
子
―

主
に
金
平
糖
―
が
入

れ
ら
れ
る
。
ボ
ン
ボ

ニ
エ
ー
ル
と
い
う
名

が
示
す
通
り
西
洋
由
来
の
慣
習
が
、
明
治
中
期
の
日
本
皇
室
に
も

た
ら
さ
れ
た
。
皇
室
で
は
明
治
維
新
で
職
を
失
っ
た
刀
剣
職
人
や

金
工
職
人
な
ど
に
ボ
ン
ボ
ニ
エ
ー
ル
の
制
作
を
依
頼
し
、
菓
子
器

を
美
術
工
芸
品
の
域
に
高
め
、
か
つ
彼
ら
の
職
と
技
術
を
守
っ
た
。

ボ
ン
ボ
ニ
エ
ー
ル
は
宮
中
晩
餐
会
な
ど
の
際
に
外
国
賓
客
へ
配
ら

れ
、
日
本
の
工
芸
技
術
を
外
国
へ
Ｐ
Ｒ
す
る
役
目
も
担
っ
た
。

現
在
で
も
御
即
位
や
成
年
式
な
ど
の
皇
室
の
慶
事
の
際
に
、
金

平
糖
入
り
の
ボ
ン
ボ
ニ
エ
ー
ル
が
下
賜
さ
れ
て
い
る
。

霞
会
館
記
念
学
習
院
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　こ
れ
か
ら
の

展
望

3学
習
院
大
学
で
学
芸
員
資
格
を
取
得
し
た
学
芸
員
は
日
本
全
国

の
博
物
館
に
勤
務
し
て
お
り
、
全
学
芸
員
に
占
め
る
学
習
院
大
学

卒
業
生
の
割
合
は
、
実
は
非
常
に
高
い
。
今
後
は
、
そ
の
卒
業
生

達
が
勤
務
す
る
博
物
館
・
美
術
館
や
、
各
地
の
旧
華
族
家
関
係
の

博
物
館
・
美
術
館
な
ど
と
連
携
し
、
展
覧
会
を
開
催
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
も
２５
万
点
に
の
ぼ
る
収
蔵
史
資

料
・
美
術
作
品
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
が
喫
緊
の
課
題
と
な
る
。
幸

い
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
・
公
開
に
向
け
た
中
長
期
計
画
推
進
予
算

が
大
学
内
で
採
択
さ
れ
、
数
年
後
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
を
目
指

し
て
現
在
鋭
意
奮
闘
中
で
あ
る
。

一
方
、
学
習
院
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
来
観
者
は
一
般
の
方
が
そ
の

多
く
を
占
め
て
お
り
、
教
職
員
や
学
生
の
来
観
者
が
少
な
い
。
今

後
は
教
職
員
・
在
学
生
や
卒
業
生
、
さ
ら
に
は
こ
れ
か
ら
学
習
院

へ
の
入
学
を
目
指
す
方
々
に
も
親
し
ま
れ
る
「
小
さ
く
て
も
き
ら

り
と
光
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
に
し
て
い
き
た
い
。

※ 

直
観
教
授
：
具
体
的
な
実
物
や
も
の
ご
と
の
現
象
を
生
徒
に
直
接
示
し
、触
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
理
解
や
体
験
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
指
導
を
行
う
こ
と
。
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